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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体頭部に光を照射する複数の光照射器と、
前記被検体頭部内を伝播した光を受光する複数の受光器と、
該複数の受光器から得られる信号の表示用のチャンネルと前記信号の計測用のチャンネル
とを表示する表示部と、
前記計測用のチャンネルを設定するとともに、該計測用のチャンネルごとに前記表示用の
チャンネルを設定する設定部とを有することを特徴とする生体光計測装置。
【請求項２】
　前記計測用のチャンネルは前記被検体頭部についての計測位置を示すことを特徴とする
請求項１に記載の生体光計測装置。
【請求項３】
　前記表示用のチャンネルごとに、計測に用いるか否か、または前記表示部で表示するか
否かを選択する選択部を有する請求項１または２に記載の生体光計測装置。
【請求項４】
　前記表示用のチャンネルに外部からの入力信号を入力するか否かを設定する設定部を有
することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の生体光計測装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は生体光計測装置、特に生体内部を光学的に測定し、それによって得られる情報
信号にもとづいて生体内部を画像化するために用いられるのに適した生体光計測装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
生体内部を簡便でかつ生体に害を与えずに測定する技術が臨床医療の分野で望まれている
。この要望に対し、光を用いた計測は非常に有効である。その第１の理由は、生体内部の
酸素代謝機能は生体中の特定色素(ヘモグロビン、チトクロームa a3、ミオグロビン等)、
すなわち、光吸収体の濃度に対応し、この特定色素濃度は光(可視から近赤外領域の波長)
吸収量から求められ得るからである。第２の理由は、光は光ファイバによる扱いが簡便で
あるからである。第３の理由は、光計測は、安全基準（ANSIZ 136-1973, JISC6802規格:2
mW/mm2）の範囲内での使用により生体に害を与えないからである。
【０００３】
このような、光を用いた生体計測の利点を利用して、可視から近赤外の波長の光を生体に
照射し、照射位置から１０ー５０ｍｍ程度離れた位置での反射光から生体内部を測定する
装置が、例えば、特開平６３ー２７７０３８号公報、特開平５３００８８７号公報等に記
載されている。また、厚さ１００ー２００ｍｍ程度の生体を透過した光から酸素代謝機能
のＣＴ画像を計測する装置、すなわち光ＣＴ装置が例えば特開昭６０ー７２５４２号公報
、特開昭６２ー２３１６２５号公報に記載されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
生体に起因する特性を光を用いて測定する生体光計測による臨床応用としては、例えば頭
部を計測対象とする場合、脳の酸素代謝の活性化状態及び局所的な脳内出血の計測等が挙
げられる。また、脳内の酸素代謝に関連して、運動、感覚、さらには思考に及ぶ高次脳機
能を計測することも可能である。このような計測においては、非画像よりも画像として計
測し表示することにより、その効果は飛躍的に増大する。例えば、局所的な酸素代謝の変
化部位の検出では、画像として計測及び表示することが望ましい。
【０００５】
画像を取得するためには、多チャンネルの光計測装置が必要であり、そのシステムが特開
平９―９８９７２号公報に記載されているが、多チャンネル計測を行う際には、各チャン
ネルの不具合を迅速に発見できることが実用上重要である。
【０００６】
　本発明の目的は、多チャンネルにより不具合を生じることなく被検体を光計測し、その
計測によって得られた情報にもとづく所定の項目の画像を容易に処理及び表示するのに適
した生体光計測装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明にもとづく生体光計測装置は、被検体頭部に光を照射する複数の光照射器と、前
記被検体頭部内を伝播した光を受光する複数の受光器と、該複数の受光器から得られる信
号の表示用のチャンネルと前記信号の計測用のチャンネルとを表示する表示部と、前記計
測用のチャンネルを設定するとともに、該計測用のチャンネルごとに前記表示用のチャン
ネルを設定する設定部とを有することを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明が適用される光計測装置のー実施例の主要部の構成を示す。本実施例では
、被検体、例えば頭部の皮膚に光を照射し、それによって被検体内で反射されその被検体
内を通過した光を検出することにより大脳内部を画像化する実施形態を、計測チャンネル
の個数すなわち計測位置の数が１２、計測すべき信号の数（アナログ／ディジタル変換チ
ャンネルの数）が２４の場合で示す。もちろん、本発明は、計測対象として頭部に限らず
他の部位、さらには生体以外にも実施可能である。
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【００１５】
光源部１は４個の光モジュール２から構成されている。各光モジュールは、可視から赤外
の波長領域内での複数の波長、例えば７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの２波長の光をそれぞれ
放射する２個の半導体レーザから構成されている。これらの２波長の値は、７８０ｎｍと
８３０ｎｍに限定されるものではなく、また、波長数も２波長に限定されるものではない
。この光源部１については、半導体レーザの代わりに発光ダイオードを用いてもよい。こ
の光源部１に含まれる全ての半導体レーザ８個からの光は、発振周波数の異なる８個の発
振器で構成されている発振部３によりそれぞれ変調される。
【００１６】
図２３は光モジュール２内の構成を、光モジュール２(1)を例にして示す。光モジュール
２(1)内には、半導体レーザ３(1-a)、３(1-b)、及びこれらの半導体レーザの駆動回路４(
1-a)、４(1-b)が含まれている。ここで、括弧内の文字については、数字は含まれる光モ
ジュール番号を、a、bはそれぞれ波長７８０ｎｍ、８３０ｎｍを表す記号を示している。
これらの半導体レーザ駆動回路４(1-a)、４(1-b)では、半導体レーザ３(1-a)、３(1-b)に
対して直流バイアス電流を印加すると共に、発振器３によりそれぞれ異なる周波数ｆ(1-a
)、ｆ(1-b)の信号をも印加することで、半導体レーザ３(1-a)、３(1-b)から放射される光
に変調を与える。この変調として、本実施例では正弦波によるアナログ変調の場合を示す
が、もちろん、それぞれ異なる時間間隔の矩形波によるデジタル変調、つまり異なる時間
間隔で光を点滅させるディジタル変調を用いてもよい。このようにして変調された光ビ－
ムはそれぞれの半導体レーザ毎に集光レンズ５により光ファイバ６に個々に導入される。
個々の光ファイバに導入された２波長の光は光モジュール毎に光ファイバ結合器７により
１本の光ファイバ、たとえば照射用光ファイバ８－１内に導入される。光モジュール毎に
、２波長の光ビ－ムが照射用光ファイバ８－１～８－４内に導入され、これらの照射用光
ファイバの他端から被検体９の表面上の異なる４個所の照射位置に光が照射される。被検
体内で反射されその被検体内を通過した光は、被検体表面上の５個所の検出位置から該検
出位置に配置されている検出用光ファイバ１０－１～１０－５を通してフォトダイオ－ド
１１－１～１１－５によって検出される。これらの光ファイバの端面は被検体９表面上に
軽く接触しており、例えば特開平９―１４９９０３号公報に記載されているプローブによ
り光ファイバは被検体９に装着される。
【００１７】
　図２４は、被検体９表面上における、照射位置１～４及び検出位置１～５の幾何学的配
置例を示す。本実施例では、照射及び検出位置を交互に正方格子上に配置する。隣接する
照射及び検出位置の中点を計測位置とすると、この場合、隣接する照射及び検出位置の組
合せが１２通り存在するため、計測位置数すなわち計測チャンネル数は１２個となる。こ
の光照射及び検出位置の配置は、例えば特開平９－１４９９０３号及びユウイチ・ヤマシ
タ(Yuichi Yamashita)他による「近赤外光トポグラフィ計測システム：散乱媒体中に局在
する吸収体の画像化(Near-infrared topographic measurement system: Imaging of abso
rbers localized in a scattering medium)」、１９９６年、レヴュー・オブ・サイエン
ティフィック・インスツルメント、第６７巻、第７３０～７３２頁(Rev. Sci. Instrum.,
67,730(1996))に記載されている。隣接する照射及び検出位置間隔を３ｃｍに設定すると
、各検出位置から検出された光は、皮膚、頭蓋骨を通過して大脳の情報を有していること
が、例えばピィー・ダブル・マコーミック(P.W.McCormic)他による「赤外光の大脳内部の
浸透(Intracerebral penetration of infrared light)」，１９９２年，ジャーナル・オ
ブ・ニューロサージェリ，第７６巻，第３１５～３１８頁(J.Neurosurg.,33,315(1992))
により報告されている。
【００１８】
以上のことから、この照射及び検出位置の配置で１２計測チャンネルを設定すれば、全体
として６ｃｍ×６ｃｍの領域にける大脳の計測が可能となる。この実施例では、簡単のた
めに計測チャンネル数が１２の場合を示しているが、格子状に配置する光照射位置及び光
検出位置の数をさらに増加させることにより、計測チャンネルをさらに増加させて計測領
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域を拡大することも容易に可能である。
【００１９】
図１において、それぞれの検出用光ファイバ１０－１～１０－５によって検出された光は
、検出位置毎に、すなわち各検出位置に対応した検出用光ファイバ毎に独立に５個の光検
出器たとえばフォトダイオード１１－１～１１－５によって検出される。このフォトダイ
オードは、高感度な光計測が実現できるアバランシェフォトダイオードであることが望ま
しい。また、光検出器としては光電子増倍管を用いてもよい。これらのフォトダイオード
で光信号が電気信号に変換された後、変調信号の選択的な検出回路、例えば複数のロック
イン増幅器から構成されるロックイン増幅器モジュール１２で、照射位置及び波長に対応
した変調信号を選択的に検出する。この実施例では、アナログ変調の場合に対応する変調
信号検出回路としてのロックイン増幅器を示しているが、デジタル変調を用いた場合、変
調信号検出のためにデジタルフィルタもしくはデジタルシグナルプロセッサを用いる。
【００２０】
図２５は、図１のロックイン増幅器モジュ－ル１２の構成を示す。まず、図２４の検出位
置１においてフォトダイオ－ド１１－１によって検出される検出信号について、その変調
信号分離の説明を行う。「検出位置１」からは、隣接した「光照射位置１」、「光照射位
置２」、「光照射位置３」及び「光照射位置４」に照射された光を検出することができ、
したがって図２４における「計測位置４」、「計測位置６」、「計測位置７」及び「計測
位置９」が計測対象位置となる。ここで、「検出位置１」からフォトダイオード１１－１
によって検出された光は、「照射位置１」、「照射位置２」、「照射位置３」及び「照射
位置４」に照射された各２波長の光に対応する、変調周波数がｆ(1-a)、ｆ(1-b)、ｆ(2-a
)、ｆ(2-b)、ｆ(3-a)、ｆ(3-b)、ｆ(4-a)及びｆ(4-b)である８個の信号成分を含んでいる
。これらの８個の信号成分を含む光信号は８個の増幅器１４－１～１４－８を介して８個
のロックイン増幅器１３－１～１３－８に導入される。８個のロックイン増幅器１３－１
～１３－８には、それぞれｆ(1-a)、ｆ(1-b)、ｆ(2-a)、ｆ(2-b)、ｆ(3-a)、ｆ(3-b)、ｆ
(4-a)及びｆ(4-b)の変調周波数信号が参照信号として与えられている。したがって、「照
射位置１」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分はロックイン増幅器１３
－１及び１３－２によって、「照射位置２」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光
信号成分はロックイン増幅器１３－３及び１３－４によって、「照射位置３」に照射され
た７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分はロックイン増幅器１３－５及び１３－６によ
って、そして「照射位置４」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分はロッ
クイン増幅器１３－７及び１３－８によってそれぞれ選択的に分離してロックイン検出さ
れる。
【００２１】
「検出位置２」、「検出位置３」、「検出位置４」及び「検出位置５」からそれぞれフォ
トダイオ－ド１１－２～１１－５によって検出される検出信号についても同様にして所望
の光信号成分が選択的に分離してロックイン検出される。すなわち、「検出位置２」から
フォトダイオ－ド１１－２によって検出された光信号は４個の増幅器１４－９～１４－１
２を介して４個のロックイン増幅器１３－９～１３－１２に導入されて「照射位置１」に
照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分と「照射位置２」に照射された７８０
ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分がそれぞれ選択的に分離してロックイン検出され、「検
出位置３」からフォトダイオ－ド１１－３によって検出された光信号は４個の増幅器１４
－１３～４－１６を介して４個のロックイン増幅器１３－１３～１３－１６に導入されて
「照射位置１」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分と「照射位置３」に
照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号がそれぞれ選択的にロックイン検出され、
「検出位置４」からフォトダイオ－ド１１－４によって検出された光信号は４個の増幅器
１４－１７～４－２０を介して４個のロックイン増幅器１３－１４～１３－２０に導入さ
れて「照射位置３」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分と「照射位置４
」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分がそれぞれ選択的にロックイン検
出され、そして「検出位置５」からフォトダイオ－ド１１－５によって検出された光信号
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は４個の増幅器１４－２１～４－２４を介して４個のロックイン増幅器１３－２１～１３
－２４に導入されて「照射位置２」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光信号成分
と「照射位置４」に照射された７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの光成分がそれぞれ選択的にロ
ックイン検出される。
【００２２】
なお、図２４からわかるように、検出位置が「検出位置２」、「検出位置３」、「検出位
置４」及び「検出位置５」である場合の計測対象位置は「計測位置１」及び「計測位置３
」、「計測位置２」及び「計測位置５」、「計測位置１０」及び「計測位置１２」並びに
「計測位置８」及び「計測位置１１」である。
【００２３】
以上のように、波長の数が２で、計測位置の数が１２の場合は、計測する信号数は２４と
なるため、ロックイン増幅器モジュール１２では合計で２４個のロックイン増幅器１３－
１～１３－２４が用いられる。これらのロックイン増幅器１３－１～１３－２４（チャン
ネル１～２４）から出力されるアナログ出力信号はサンプルホ－ルド回路モジュ－ル１６
の対応するチャンネルのサンプルホ－ルド回路によってそれぞれ所定時間積算される。そ
の積算終了後スイッチ（マルチプレクサ）１７を順次切り替え、それぞれのサンプルホ－
ルド回路に蓄積された信号は例えば１２ビットのアナログ／ディジタル変換器（Ａ／Ｄ変
換器）１８によってディジタル信号に変換され、その変換された全チャンネルの信号は計
算機１９の外部にある記憶装置に記憶される。もちろん、この記憶は計算機９の内部にあ
る記憶装置になされてもよい。チャンネル番号と記憶装置のアドレスは１：１に対応する
。
【００２４】
サンプルホ－ルド回路モジュ－ル１６を用いない場合は、スイッチ１６を高速で繰り返し
切り替える。その切り替えごとに各チャンネルのアナログ信号をアナログ／ディジタル変
換器１８によってディジタル信号に変換して、記憶装置２０に蓄積し、チャンネルごとに
所定の回数取得されたディジタル信号を計算機１９によって平均化して、記憶装置２０に
記憶する。この方式によっても、高周波成分の雑音を低減することができる。
【００２５】
計算機１９は記憶されているデ－タをもとにして、脳活動に伴う酸素化ヘモグロビン濃度
変化及び脱酸素化ヘモグロビン濃度変化、さらにはこれらヘモグロビン濃度総量としての
全ヘモグロビン濃度変化を、例えば、特開平９―１９４０８号公報及び前述アツシ・マキ
(Atsushi Maki)他による「無侵襲近赤外光トポグラフィによるヒト脳活動の時空間解析(S
patial and temporal analysis of human moter activity using noninvasive NIR topog
raphy)」、１９９５年、メディカルフィジックス、第２２巻、第１９９７～２００５頁(M
edical physics,22,1997(1995))に記載されている方法で計算し、表示部２０にトポグラ
フィ画像等を表示する。
【００２６】
図１において、計算機１９はパ－ソナルコンピュ－タであってよい。計算機１９には操作
部２２が接続され、該操作部は種々の情報のインプットやアウトプットを行ったり、デ－
タの追加や削除をしたりするキ－ボ－ドやマウス等を含む。
【００２７】
図２６は、ある検出位置における計測信号３０と該計測信号から求められる予測無負荷信
号３１の経時変化を表すグラフである。このグラフは表示部２１に表示されるもので、そ
の横軸は計測時間を表わし、縦軸はヘモグロビン濃度の相対変化量すなわち生体の特定機
能（例えば指等、身体の一部を動かすこと等）が働くことによる脳の特定部位のヘモグロ
ビン濃度変化に対応する。予測無負荷信号３１は、計測信号３０から、負荷を与えた時間
(負荷時間)Ｔsと負荷印加後信号が元に戻るまでの時間(緩和時間)Ｔ２における信号を除
き、負荷前時間Ｔ１と負荷印加後時間Ｔ３における計測信号３１に対して任意関数（ベー
スライン）を最小二乗法を用いてフィッティングし、求たものである。本実施例では、任
意関数を２次の線形多項式を用い、Ｔ１＝４０秒、Ｔ２＝３０秒、Ｔ３＝３０秒として処
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理している。
【００２８】
図２７は、ある計測位置における酸化及び還元ヘモグロビンの濃度の相対変化量の時間変
化を表す、表示部２１に表示されるグラフで、これらは３２及び３３で示されている。横
軸は計測時間を表し、縦軸は相対濃度変化量を表す。また、斜線で示した時間が負荷印加
時間（右手指の運動期間）である。図２６の相対変化量については、無負荷信号３１と予
測無負荷信号３２にもとづき、酸化及び還元ヘモグロビン（ＨbＯ2，Ｈb）の濃度の負荷
印加による相対変化量は所定の演算処理により求められる。
【００２９】
図２８及び図２９は、それぞれ被検者の左手指及び右手指の運動を負荷として、各計測点
の酸化ヘモグロビン濃度の相対変化量の時間変化から作成した、表示部２１に表示される
等高線画像(トポグラフィ画像)を示す。トポグラフィ画像は、負荷印加時間(図２７の斜
線期間)中の相対変化量信号３２の時間積分値(時間平均値でもよい）を処理部１９で計算
し、各計測位置間の値はＸ軸方向及びＹ軸方向に線形に補間して作成したものである。ト
ポグラフィ画像としては、図２８及び図２９に示すような等高線の他に、白黒濃淡画像、
色彩による識別表示像であってもよい。図２８及び図２９の画像の比較から、明らかに右
手運動時に特定の位置において酸化ヘモグロビン濃度が増加していることがわかる。
【００３０】
このような空間的分布の情報を画像として表示することにより計測結果の認識を迅速かつ
容易にする。また、図２８及び図２９に示した画像は、負荷印加時間中の濃度相対変化量
の時間積分値で作成したが、同一計測時間ごとの各計測位置の酸化ヘモグロビン濃度の相
対変化量によって同様にトボグラフィ画像を作成することも可能である。作成した複数の
トポグラフィ画像を、計測時間の順に従って表示あるいは動画として表示すれば、酸化ヘ
モグロビン濃度の相対変化量の時間変化を捉らえることができる。
【００３１】
さらに、任意の１計測位置の酸化ヘモグロビン濃度の相対変化量の時間変化と自他計測位
置の酸化ヘモグロビン濃度の相対変化量の時間変化の自己及び相互相関関数を計算し、各
計測位置における相関関数よりトポグラフィ画像を作成することもできる。各計測位置に
おける相関関数は、時間ずれτで定義される関数であるから、同一時間ずれτにおける相
関関数の値よりトポグラフィ画像を作成し、τの順序に従って表示あるいは動画として表
示すれば、血液動態変化が伝播していく様子を可視化することができる。ここでは、酸化
ヘモグロビン濃度の相対変化量を代表的に用いて説明しているが、還元ヘモグロビン濃度
の相対変化量あるいは酸化及び還元ヘモグロビン濃度の相対変化量の和で計算される総ヘ
モグロビン濃度相対変化量も同様にトポグラフィ画像を作成することができる。
【００３２】
図３０は、上記記載の方法で作成されたトポグラフィ画像３４を、被検者の脳表面画像３
５と重ねあわせた表示例を示す。トポグラフィ画像３４は、生体の機能に関連して変化し
た脳の血液動態の変化であるため、脳表面画像と重ねあわせて表示することが望ましい。
脳表面画像３５は３次元ＭＲＩあるいは３次元Ｘ線ＣＴで計測し表示する。トポグラフィ
画像３４は、各計測位置の座標を脳表面に位置するように座標変換し、座標変換した後の
各計測位置間の値を検出位置から得られる信号にもとづいて統計学的処理、具体的にはた
とえばスプライン処理と呼ばれる保管処理、を行うことにより求めてトポグラフィ画像を
作成する。作成したトポグラフィ画像３４と脳表面画像３５を重ねあわせて表示するとき
、重ねたトポグラフィ画像３４の色を半透明として、下に位置する脳表面画像が透けて見
えるようにする。
【００３３】
図９２は、図１に示される光計測装置を用いて被検体の計測を行う場合の、本発明にもと
づく一例としての計測フローを示す。計測時の詳細については図２～２２を参照しながら
後述するが、図９２の計測フローからわかるように、計測時は、大まかには、ステップＳ
９２１において光計測装置のプログラムが立ち上げられると、画面がステップ９２２～９
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２６のように遷移し、ステップ９２７で計測が終了する。
【００３４】
図９２において、ステップ９２２で表示される画面は後述の図４に示される画面で、この
画面で計測モードが選択される。ステップ９２３で表示される画面は後述の図６に示され
る画面で、ここで装置初期設定及び計測位置表示が行われる。計測位置は計測信号との対
応がわかるように表示される。ステップＳ９２４で表示される画面は後述の図１０に示さ
れる画面で、ここで計測を開始し、マーク入力を行うことができる。ステップ９２５で表
示される画面は後述の図１４に示される画面で、ここで計測信号が表示される。ステップ
Ｓ９２６では後述の図 ８に表示される画面で、ここで、計測された信号をファイルとし
て登録することができる。ステップＳ９２３～９２５における画面は図９３に示されるよ
うに１画面中に表示され得る。
【００３５】
図２は、図１に示される光計測装置を用いて被検体の計測を行う、本発明にもとづく一例
としてのフロ－を示す。操作は、オペレ－タが、図３～２２に示される、表示部２１の画
面表示面に表示される画面を見ながら順次進めて行くことができるようになっている。
【００３６】
装置のオペレ－ティングシステムが立ち上げられると、まず図３に示されるメインメニュ
－選択用の初期画面が表示される（Ｓ１）。図３において、ボタン３０１を選択すると計
測処理に進み、ボタン３０２を選択するとデ－タ解析に進み、ボタン３０３を選択すると
、プログラムを終了する。
【００３７】
今、ボタン３０１が選択されたとすると、図３に示される初期画面は消去されて、計測処
理に進み、はじめに、図４に示される条件入力画面が表示部２１の表示面中央に表示され
る（Ｓ２）。図４において、各部の意味や機能は次の通りである。
４０１：タイトル（行われる検査の名称）を入力するバ－である。
４０２：日付及び時間を表示する部分で、デフォルト（自動的に表示される数字や文字）
で画面表示時の日付及び時間が表示される。
４０３：刺激の種類（例えば指運動、書字、発語、薬剤投与等）を入力する部分である。
リスト表示ボタン（逆三角ボタン）を押してリストボックス内から既に登録してある種類
を選択する。選択した種類は背景色を変えたリ、反転して表示される。デ－タは追加、削
除、置換ができる。
４０４：刺激入力部で選択された種類項目を削除することができる。
４０５：計測モ－ドを選択する部分である。計測モ－ドは計測チャンネルの数と計測する
面の数によって決まるものである。例えば計測チャンネル数が１２で、計測する面の数が
２の場合を計測モ－ド１とする、が如きである。
４０６：自由なメモ書き部分である。
４０７：被検者名を入力する部分である。
４０８：被検者の年齢を入力する部分である。
４０９：被検者の性別を入力する部分である。
４１０：被検者の種類すなわち患者か健常者かを入力する部分である。
４１１：設定終了ボタンである。
４１２：初期画面に戻るためのボタンである。
【００３８】
以上のような条件を入力し、設定した後、ボタン４１２を押すと図４に示される条件入力
画面は消去され、フロ－は初期画面表示に戻るが、ボタン４１１を押すと、図４に示され
る条件入力画面は消去され、図５に示されるゲイン調整中表示画面が表示面中央に表示さ
れる（Ｓ３）。これは計測系が自動ゲイン調整中であることを表し、調整が終了すると、
図５に示されるゲイン調整画面は消去され、図６に示される計測位置表示画面が表示面中
央に表示される（Ｓ４）。この画面はこの後表示部２１の表示面の所定位置に基本的に常
時表示される。この計測位置表示画面を常時表示することで、多数ある計測信号と実際の
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計測位置との対応を容易かつ迅速に把握することが可能となる。ここで、通常、図１の照
射用光ファイバ８－１～８－４及び検出用光ファイバ１０－１～１０－５は、被検者がか
ぶるヘルメットに固定される。従って、計測チャンネル番号をヘルメット上に明示し、図
６中の６０２の番号との位置関係を、予め明確にさせておけば、さらにオペレ－タの認知
を助ける。
【００３９】
図６において、６０１は選択された計測モ－ドを表示する部分であり、表示される計測位
置表示画面は選択された計測モ－ドに対応したものとなる。６０２は計測面の計測チャン
ネルの数を表示する部分である。６０３は照射用及び検出用光ファイバの設定位置、すな
わち光照射位置及び検出位置を表す。６０４は計測チャンネルの番号を表し、自動ゲイン
及び照射光量調整がうまくいった場合は、計測チャンネルが緑色で表示される。
【００４０】
ゲイン及び照射光量調整がうまくいかなかったために計測することが不適切な計測チャン
ネルが１つでもある場合は、その計測チャンネルは赤色で表示される。この場合はまた、
図７に示される異常表示画面が図６に示される計測位置表示画面の近傍に表示される（Ｓ
５）。ゲイン及び照射光量調整がうまくいかない場合は、赤色表示の左右又は上下の計測
位置に問題がある可能性があることを意味する。赤色表示の場合は、光ファイバの設定が
悪いためと考えられるので、光ファイバの設定のし直しが必要である。そこで、光ファイ
バの再設定後、図７において、７０１が図３あるいは図４の画面に戻って計測を中止する
ときに用いられる。図７のボタン７０２を押すと、図７に示される異常表示画面が消去さ
れ、図５に示されるゲイン調整中表示画面が表示されて、再度自動ゲイン及び照射光量調
整が行われる。ゲイン及び照射光量調整後、再度異常がある場合には、図５に示されるゲ
イン調整中表示画面を消去し、再度図６に示される計測位置表示画面の異常計測チャンネ
ルを赤色表示し、図７に示される異常表示画面を図６に示される計測位置表示画面の近傍
に表示する。異常が生じない場合には、図５に示されるゲイン調整中表示画面を消去し、
図６に示される計測位置表示画面中の全計測チャンネルを緑色表示に変え、図８に示され
るファイル作成画面が表示される。
【００４１】
図７において、７０３は異常を無視する場合に押すボタンで、このボタンを押すと、図６
に示される計測位置表示画面中の異常計測チャンネルを無視し（赤色表示のまま）、図８
に示されるファイル作成画面が表示される（Ｓ６）。異常の有無にかかわらず、図８に示
されるファイル作成画面は表示面内中央に表示され、図６に示される計測位置表示画面は
、図８に示されるファイル作成画面の表示に伴い、表示面内の左下に位置が移動する。こ
の表示方法により、オペレ－タは常に入力すべき条件に注目することが可能となる。
【００４２】
図８において、各部の意味や機能は次の通りである。
８０１：ファイル名を入力する部分である。
８０２：ボタン８０４で選択されている階層に存在する、全てのファイルのリストを表示
するための部分で、例えばここには以前に計測したデ－タ名を表示する。
８０３：現在のパスを表示する部分である。
８０４：ディレクトリリスト（階層リスト）を表示する部分である。
８０５：計測処理に進むことの許可を与えるボタンである。
８０６：キャンセルして図４の条件入力画面に戻るために押すボタンである。このボタン
を押すと、図８に示されるファイル作成画面及び図６に示される計測位置表示画面は消去
され、図４に示される条件入力画面が表示される。
８０７：図９に示されるディレクトリ作成画面を表示して、新しいディレクトリを作成す
るときに用いるボタンである。このボタンを押すと、ディレクトリ作成画面は若干ずれた
状態で図８に示されるファイル作成画面上に重なって表示される。このとき、図９に示さ
れるディレクトリ作成画面は操作できない。
８０８：ドライブの指定を行うためのボタンである。
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【００４３】
ボタン８０７を押すと、図９に示されるディレクトリ作成画面が表示される（Ｓ７）。図
９において、９０１は作成するディレクトリ名を入力する部分、９０２はディレクトリ作
成終了のボタン、９０３はキャンセルボタンで、いずれのボタンを押した場合でも、図９
に示されるディレクトリ作成画面は消去され、図８に示されるファイル作成画面に戻る。
【００４４】
図８において、ボタン８０５を押すと、図８に示されるファイル作成画面は消去され、図
１０に示される計測画面が表示面内左上に表示され（Ｓ８）、図１４に示される計測デ－
タ時系列表示画面が表面内右大部分に単数又は複数表示される（Ｓ１１）。この際、実際
の計測位置に対応した位置に時系列グラフを配置してもよい。図１０は、計測の実行をコ
ントロ－ルするのに用いられる。図１０において、各部の意味や機能は次の通りである。
１００１：Infoを選択するボタンで、Infoを選択すると、図１１に示されるように、サブ
メニュ－としてCondition又はTuneupを選択する画面が表示される。図１１のサブメニュ
－内のConditionを選択すると、図４と同じ条件入力画面が表示される（Ｓ９）。これは
、現状確認あるいは追加の条件入力が目的である。図１１のサブメニュ－内のTuneupを選
択すると、図１２に示される計測条件及び表示条件の入力画面が表示される（Ｓ１０）。
Ｓ９又はＳ１０において、キャンセルボタンを押すと、図４に示される条件入力画面又は
図１２に示される計測条件及び表示条件入力画面が消去され、図１０の計測画面に戻る。
１００２：Optionを選択するボタンで、Optionを選択すると、図１３に示されるようにサ
ブメニュ－画面が表示される。ここでは、後述する計測中のグラフ表示条件、デ－タのバ
ックアップ間隔及び他計測機器から出力される信号等の条件を入力するが、自動的に前回
の計測時に設定した値が反映されるという学習機能の故に毎回設定する必要はない。
１００３：デ－タ取得時間間隔を指定して表示する部分である。
１００４：デ－タ取得回数（サンプリング回数）を表示する部分である。
１００５：計測経過時間（計測開始からの時間）を表示する部分である。
１００６：次の計測状態を表示する部分である。
Run　　　　　　　 ：計測中
Completion　　　　：計測正常終了
Overrun　　　　　 ：Ａ／Ｄ変換器のオ－バ－フロ－による計測異常終了
Stop　　　　　　　：その他の計測異常終了
File error　　　　：計測ファイル書き込みエラ－
Back up file error：バックアップファイル書き込みエラ－
１００７：計測開始用のボタンである。このボタンを押すと、計測が行われ、図１４中の
各軸に計測デ－タ時系列信号グラフが表示される(Ｓ１１)。表示されるグラフは、例えば
変化率を表すが、元信号あるいはHb濃度等を表示してもよい。
１００８：デ－タ取得終了用のボタンである。
１００９：計測及び検査終了用のボタンである。
１０１０：マ－クボタン１０１１押下後の経過時間を表示する部分である。これにより、
いちいちストップウオッチで刺激時間を管理しなくともよくなるという便利さが与えられ
る。
１０１１：マ－クボタンである。計測中に図１４のグラフに縦線からなるマ－クを入れる
ためのものである。普通は、このマ－クはデ－タ解析時の参照用として刺激開始終了時に
入力するが、計測中に時刻を記録しておきたい事象が発生した場合に任意に入力してもか
まわない。また、外部機器より自動的にマーク入力信号が入れられる場合には、このボタ
ンを押下しなくても図１４中にマークが表示される。また、マーク入力時に音を発生する
場合もある。
【００４５】
図１２に示される計測条件及び表示条件の入力画面においては、選択された計測モ－ドに
応じた計測条件が表示される。計測条件は、計測チャンネル（計測位置）、Ａ／Ｄ変換器
のチャンネル、波長、信号増幅率等の対応を表す。また、ここで、計測するチャンネルの
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指定及びグラフ表示するチャンネルの指定をすることもできる。さらに、空いているチャ
ンネルに別の信号を入力することを指示することもできる。図１２の画面において各部の
意味や機能は次の通りである。
１２０１：選択された計測モ－ドで使用している波長ごとに計測条件及び表示条件を示す
表があり、提示したい波長に関する表をこのタブを用いて選択する。
１２０２：グラフ表示の要否を指定し、表示する部分である。Trueはグラフ表示を意味し
、falseはグラフ非表示を意味する。予め、グラフ非表示にしたい計測チャンネルごとに
選択しておき(Visible列の中でクリックすると選択されて背景色が変わるか又は反転表示
される）、１２１２のFalseボタンを指定することで、選択した計測チャンネルがTrueか
らFalseに変わる。
１２０３：ロックインアンプのゲインを表示する部分である。
１２０４：Ａ／Ｄ変換器のダイナミックレンジを表示する部分である。１２０３及び１２
０４には自動ゲイン調整で決定された値が表示される。
１２０５：波長を表示する部分である。
１２０６：信号の種類を表示する部分である。Opticalは光計測を意味する。例えば、脳
波信号を追加チャンネルで同時に計測する（１２０８で追加を指定できる）場合には、Ｅ
ＥＧとオペレ－タが入力する。デ－タ解析時に、Optical以外の信号を区別して処理がで
きる。
１２０７：計測チャンネルの番号を表示する部分である。
１２０８：Ａ／Ｄ変換器のチャンネル番号の有効（True）・無効（False）を指定し表示
する部分である。指定方法は１２０２の場合と同じである。Falseにした場合は、指定し
たチャンネルでの計測は行われない。
１２０９：１２０２～１２０８の選択した位置に文字列、数字等を入力するものである。
１２１０：Ａ／Ｄ変換器のダイナミックレンジを変更する部分である。１２０４選択時に
有効となる。
１２１１：ロックインアンプのゲインを変更する部分である。１２０３選択時に有効とな
る。
１２１２：１２０２及び１２０８列内のTrue及びFalseの切り替えを行う部分である。
１２１３：表示される計測モ－ドを選択する部分である。Eachは表示する表を波長別に複
数の表で表示し、Allは全計測チャンネルを１枚の表で表示する。
１２１４：設定を終了するためのボタンである。
１２１５：設定をキャンセルするためのボタンである。
【００４６】
図１２の画面によれば、計測条件（１２０３～１２０８）のモニタとグラフ表示（１２０
２）条件を１画面で表し、確認と設定変更が簡便に行える。また、他計測機器（装置）の
信号をこの画面を用いて取り込むこともできる。さらに、図１２の画面は、入力信号の計
測要否をオペレ－タが選択して使用する条件を入力する唯一の画面である。
【００４７】
図１３に示される、図１０の計測画面中のOptionのサブメニュ－画面では、何を選択する
かによって次のような画面がそれぞれ表示される。ただし、図１３においては、選択され
るべきTrigger Pulse及びExternal Triggerの表示は省略されている。
Graph　　　　　 ：図１４のグラフの表示条件入力画面（図１５）
Backup　　　　　：ファイルバックアップ条件入力画面（図１６）
Other CH　　　　：他計測機器出力信号の入力設定画面（図１７）
Trigger Pulse　 ：矩形波出力信号設定画面（図１８）
External Trigger：外部入力トリガ－同期計測条件設定画面（図２０）
Measurement
Parameter：計測デ－タ取得条件設定画面（図２１）
Prescan　　 　　：計測信号確認画面（図２２）
Position　　　　：計測位置表示画面（図６）（ステップＳ６への戻り）
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図１５～１８、２０～２２の画面について、その各部の意味や機能を以下に説明する。
【００４８】
図１５（図１４のグラフの表示条件入力画面）（Ｓ１２）
１）．Ｘ軸のレンジを入力する。レンジの入力には、１５０１で行う倍率での入力と、１
５０３で行う、表示する時間での入力との２種類の入力方法がある。
１５０１：グラフのＸ軸の表示倍率入力を選択するボタンである。
１５０２：グラフのＸ軸の表示倍率をパーセント入力する部分である。例えば１００％の
とき時３６００秒の期間を表示する場合に、１０００％に変更すると３６０秒の範囲とな
る。この場合３６０秒を越えると、画面が左にスクロールする。具体的には、３６２秒の
データが取得されると、図１４のグラフのＸ軸の範囲は２秒から３６２秒の信号を表示す
る。
１５０３：グラフのＸ軸の表示時間入力を選択するボタンである。このボタンが選択され
ると自動的に１５０１は非選択となる。１５０１と１５０３のボタンは互いに排他的なも
のである。
１５０４：グラフのＸ軸の表示時間を入力する部分である。
１５０５：１５０４で指定された表示時間内に取得されるデータ数を表示する部分である
。
２）．Ｙ軸のレンジを入力する。
１５０６：グラフのＹ軸の表示倍率を入力する部分である。Ｘ軸の倍率入力の場合と考え
方は同じである。
３）．図１４のグラフ表示の形式を選択する。
１５０７：計測チャンネル順に全チャンネル(図１２で表示選択したすべてのチャンネル)
を表示することを選択するボタンである。こボタンが選択されると、各計測チャンネルの
計測に用いられる波長数（実施例では２波長）と同数の図１４の画面が重ならないで表示
される。このとき、第１画面は第１波長の、計測チャンネル順の信号を表示し、第２画面
は第２波長の、計測チャンネル順の信号を表示する。特に設定しなければ、Togetherが選
択される。この際、信号を、図１４のように計測チャンネル順に表示してもよいが、計測
位置と対応した位置に配置してもよい。
１５０８：全チャンネルを一つのウィンドウ内に表示するボタンである。
１５０９：各チャンネルごと個別のウィンドウ内にグラフを表示するためのボタンである
。さらに表示方法の種類として以下の２種類がある。
Title　：グラフをタイル状に並べて表示する。
Cascade：グラフを重ねて表示する。
１５１０：指定した１チャンネルだけのグラフを表示する(図１２で表示するチャンネル
が選択できる)。
１５１１：グラフの表示をしないことを強いるための部分である。
１５１２：設定を終了するための部分である。設定終了により画面表示は図１０の画面表
示に戻る。
１５１３：キャンセルをするための部分である。キャンセルの場合も画面表示は図１０の
画面表示に戻る。
【００４９】
図１６（ファイルバックアップ条件入力画面）（Ｓ１３）
これは、計測中に停電が起こった場合や、図８のファイル作成画面で指定したファイルが
何らかの原因で壊れた場合を予想して、計測中に随時デ－タをバックアップする機能の条
件を設定するものである。
１６０１：バックかプの要否を指定する部分である。
１６０２：バックアップ間隔時間を入力する部分である。
１６０３：バツクァツプファイル名をフルパスで入力する部分である。
１６０４：ディレクトリ、ファイルを参照する部分である。図８のファイル作成画面が表
示され、指定ファイル名が１６０３のBackup File Nameエリアに入る。１６０５：設定終
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了用ボタンである。設定終了により画面表示は図１０の画面表示に戻る。
１６０６：キャンセル用ボタンである。キャンセルの場合も画面表示は図１０の画面表示
に戻る。
【００５０】
図１７（他計測機器出力信号の入力設定画面）（Ｓ１４）
この画面を使って他計測機器から出力される信号を、空いているＡ／Ｄ変換器チャンネル
データを取得する。取得する際のＡ／Ｄ変換器のチャンネル番号、信号の種類名(ＥＥＧ
等）、Ａ／Ｄ変換器のダイナミックレンジを選択する。
１７０１：空いている入力用のＡ／Ｄ変換器のチャンネル番号を表示する部分である。空
いているＡ／Ｄ変換器のチャンネルの一番若い番号が自動的に割り当てられる。
１７０２：信号の種類名を入力する部分である。
１７０３：その他の入力のＡ／Ｄ変換器のダイナミックレンジを選択する部分である。
１７０４：設定終了用ボタンである。設定終了により画面表示は図１０の画面表示に戻る
。
１７０５：キャンセル用ボタンである。キャンセルの場合も画面表示は図１０の画面表示
に戻る。
【００５１】
図１８（矩形波出力信号設定画面）（Ｓ１５）
本光計測装置から定期的に矩形電圧信号を出力する。この信号を他の計測機器（脳波計等
）に入力することで、計測時刻を機器間で厳密にあわせることが可能となる。矩形波信号
は例えばパソコンのシルアルポ－トから出力する。
【００５２】
出力する矩形波信号には、図１９に示されるように、３種類ある。１種類目は開始時のみ
出力する矩形波信号である。２種類目は計測終了まで定期的に出力する矩形波信号である
。３種類目は図１０のマ－クボタン１０１１を押すことと同期して出力する矩形波信号で
ある。図１８の画面でこれらの３種類の矩形波信号の条件を設定することができる。
１８０１：矩形波出力の要否を選択する部分である。
１８０２：矩形波出力する端子を選択する部分である。
１８０３：１種類目の矩形波の時間幅を入力する部分である(図１９のＡ参照)。
１８０４：１種類目の矩形波の繰り返し回数を入力する部分である（図１９のＢ参照）。
１８０５：２種類目の矩形波の繰り返し回数を入力する部分である（図１９のＣ参照）。
１８０６：２種類目の矩形波の時間幅を入力する部分である(図１９のＤ参照)。
１８０７：３種類目の矩形波の時間幅を入力する部分である(図１９のＥ参照)。
１８０８：設定終了用ボタンである。設定終了により画面表示は図１０の画面表示に戻る
。
１８０９：キャンセル用ボタンである。キャンセルの場合も画面表示は図１０の画面表示
の戻る。
【００５３】
図２０（外部入力トリガ－同期計測条件設定画面）（Ｓ１６）
この画面は、外部からのトリガ－信号に同期して計測する場合に使用する画面である。同
期計測することで、他計測機器や刺激装置などと完全に時間の同期が取れる。
２００１：外部入力トリガー同期計測の要否を指定する部分である。
２００２：外部入力トリガ－信号に用いるＡ／Ｄ変換器のチャンネル番号を入力する部分
である。
２００３：１回のトリガ－信号に対する計測時間を入力する部分である。
２００４：トリガ－信号と認識される電圧値の閾値を入力する部分である。
【００５４】
２００５：設定終了用ボタンである。設定終了により画面表示は図１０の画面表示に戻る
。
２００６：キャンセル用ボタンである。キャンセルの場合も画面表示は図１０の画面表示



(13) JP 4076003 B2 2008.4.16

10

20

30

40

50

に戻る。
【００５５】
図２１（計測デ－タ取得条件設定画面）（Ｓ１７）
ここでは、Ａ／Ｄ変換器のチャンネルの操作周波数（Burst Rate）、Ａ／Ｄ変換器の１チ
ャンネル当たりのサンプリング周波数（Coversion Rate）、取得デ－タの加算平均回数（
Number of Samples）、取得デ－タの加算時間（Acquisition Time）、デ－タ取得時間間
隔（Sampling Period：図１０の１００３と同じ）及び前計測時間を設定せることができ
る。
２１０１：Burst Rateを表示、入力する部分である。
２１０２：Conversion Rateを表示、入力する部分である。
２１０３：１回のサンプリングで取得するサンプル数を表示、入力する部分である。
２１０４：データ取得時間を表示する部分である。
２１０５：データ取得時間間隔を表示、入力する部分である。
２１０６：計測時間を表示、入力する部分である。
２１０７：設定終了用ボタンである。設定終了により画面表示は図１０の画面表示の戻る
。
２１０８：キャンセル用ボタンである。キャンセルの場合も画面表示は図１０の画面表示
に戻る。
【００５６】
図２２（計測信号確認画面）（Ｓ１８）
本画面は、必要に応じて本計測に入る前に予備計測を行い、オペレ－タが信号状態を確認
するのに用いられる。グラフ表示される信号の値は電圧値を表す。
２２０１：デ－タ取得間隔を表示する部分である。
２２０２：デ－タ取得回数（サンプリング数）を表示する部分である。
２２０３：計測経過時間を表示する部分である。
２２０４：計測状態を表示する部分である（図１０参照）。
２２０５：グラフのＸ方向の倍率を指定する部分である（図１５参照）。
２２０６：予備計測結果を書くチャンネルごとに数値で表示する部分である。
２２０７：出力信号確認開始用ボタンである。このボタンを押すと、図１５に示される画
面で設定されたグラフのスタイルに応じて、単数あるいは複数の、図１４に示される画面
内に計測信号を表示する。
２２０８：計測中断用ボタンである。
２２０９：予備計測終了用ボタンである。このボタンを押すと、表示画面は図１０の画面
に戻る。
【００５７】
図９４は図１に示される光計測装置を用いて計測処理後のデータ解析（演算処理）を行う
場合の、本発明にもとづく一例としての解析フローを示す。データ解析時の詳細について
は図３１～６８を参照しながら後述するが、図９４のデータ解析フローからわかるように
、データ解析時は、大まかには、ステップ９４１において光計測装置のプログラムが立ち
上げられると、画面がステップ９４２～９４６のように遷移し、ステップ９４７でデータ
解析が終了する。
【００５８】
図９４において、ステップ９４２で表示される画面は後述の図３３に示される画面で、こ
こでデータ解析モードが選択される。ステップ９４３で表示される画面は図３４に示され
る画面で、ここでは登録されてあるデータファイルを読み込むことができる。ステップ９
４４で表示される画面は図４３、４８、４９等に示される画面で、ここでデータ処理方法
（演算処理方法）が設定される。ステップ９４５で表示される画面は図５３に示される画
面で、ここで画像が作成され、ステップ９４６において、表示される図６３に示される画
像を通じてファイルとして登録される。
【００５９】
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図３１は、図１に示される光計測装置を用いて計測処理を行った後デ－タ解析（演算処理
）を行う、本発明にもとづく一例としてのフロ－を示す。
【００６０】
計測処理終了後、図３に示されるメ－ンメニュ－選択用の初期画面に戻って、その初期画
面中のボタン３０２を押すと、デ－タ解析ステップに進み、図３に示される初期画面に代
って図３２に示される処理選択画面が表示される（Ｓ２０）。図３２において、各部の意
味や機能は次の通りである。
３２０１：画像作成処理を選択するボタンである。
３２０２：作成あるいは処理された画像及びグラフ表示モ－ドを選択するボタンである。
３２０３：このボタンを押すと、選択された処理に進むことができる。
３２０４：終了ボタンで、このボタンを押すと、初期画面に戻る。
【００６１】
図３２において、ボタン３２０３を押すと、図３３に示される解析モ－ド選択画面３３が
代って表示される（Ｓ２１）。同図において、ボタン３３０１を押すと、加算平均解析モ
－ドに、ボタン３３０２を押すと、非加算平均解析モ－ドにそれぞれ進み、ボタン３３０
３を押すと、処理選択画面に戻る。ボタン３３０１及び３３０２のいずれかが押された場
合は、図３４に示されるファイル読み込み画面が代って表示される（Ｓ２２）。図３４に
おいて、各部の意味や機能は次の通りである。
３４０１：フォルダ（ディレクトリ）を指定するボタンである。
３４０２：上位階層フォルダに移動するときに用いるボタンである。
３４０３：フォルダを新規に作成するときに用いるボタンである。
３４０４：一覧表示を指定するボタンで、これを押すと、デレクトリの内部にある内容を
表示することができる。
３４０５：ボタン３４０４を押して得られるディレクトリの内容よりもさらに詳細な内容
を表示するのに用いられるボタンである。
３４０６：ディレクトリ内のフォルダ及びファイルを表示するのに用いられるボタンであ
る。
３４０７：ファイル名を入力するのに用いられるボタンである。このボタンを押すと、ボ
タン３４０６を選択して表示されるファイルのファイル名が自動的に表示される。
３４０８：ファイルの種類を選択するボタンである。ここで選択された種類のファイルが
ボタン３４０６を押すことで表示される。
３４０９：選択されたファイルを読み込み、次に進むのに用いられるボタンである。
３４１０：キャンセルボタンで、これを押すと、図３３に示される画面に戻る。
【００６２】
図３４において、ボタン３４０９を押すと、図３５に示されるマ－ク編集画面及び図３６
に示されるマ－ク編集補助画面が同時に表示される（Ｓ２３）。この場合、前者の画面が
左側に、後者の画面が右側に互いに近接して表示される。マ－ク編集補助画面には、マ－
ク編集画面に表示されているマ－クが示す時刻あるいはサンプリングカウントがマ－クの
順に表示される。マ－ク編集補助画面では、チェックマ－クを消去してボタン３６０５を
押すと、マ－ク編集画面画面上のマ－クが消え、マ－ク編集補助画面上の値も消える。
【００６３】
後述のように、ボックス３６０３に追加したい時刻あるいはサンプリングカウントを入力
してボタン３６０４を押すと、マ－ク編集画面上にマ－クが追加され、マ－ク編集補助画
面上にも値が追加される。
【００６４】
マ－ク編集のもう一つのやり方はマウスカ－ソルの位置を表すマウス編集線３５１５（マ
ウスに連動して動く）を用いることである。この場合は、その線の動かした位置（時刻及
びカウント数）はボックス３５０４及び３５０７（後述）に数字として表示される。望み
に応じた位置でボタン３５１０を押すとマ－ク編集画面上にマ－クが追加され、マ－ク編
集補助画面に数値が追加される。既にあるマ－クにマウス編集線３５１５がくると、ボタ
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ン３５０９（後述）がアクティブ（ボタンが押せるようになること）となり、ボタン３５
１０を押すと、そのマ－クは消去される。
【００６５】
マ－ク追加のためのさらにもう一つのやり方が存在する。この場合は、ボックス３５０８
（後述）に、マ－クを入れたいカウント数を入力して、ボタン３５０９（後述）を選択す
る。この選択によりマ－クが追加され、マ－ク編集画面及びマ－ク編集補助画面にその結
果が反映される。
【００６６】
図３５及び図３６において、各部の意味や機能は次の通りである。
３５０１：このボタンを押すと、図３７に示されるFileメニュ－が呼び出される。Save A
sを選択すると、図４０に示されるファイル保存画面を呼び出して、編集した結果を保存
することができる。このとき、オリジナルデータ（編集前のデータ）の拡張子がBAKに変
更され、オリジナルデータも保存される。このことによりオリジナルデータの消失が防止
される。
【００６７】
３５０２：このボタンを押すと、図３８に示されるEditメニュ－が呼び出される。Parame
terを選択すると、図４１に示されるマ－ク編集用グラフ表示調整画面を呼出して、マ－
ク編集画面（図３５）のＸ軸及びＹ軸の倍率やＸ軸の時刻又はカウント数を調整すること
ができる。
【００６８】
３５０３：このボタンを押すと、図３９に示されるOptionメニュ－が呼び出される。Opti
onメニュ－には、Condition及びTuneup Infoの選択肢がある。Conditionを選択すると、
図４２に示される計測条件表示入力画面が表示され、Tuneup Infoを選択すると、図１２
に示される計測条件及び表示条件の入力画面が表示される（図１２において、ボタン１２
１５を押すと、図３５及び３６の画面に戻る）。
３５０４：マウス編集線３５１５に対応した時刻を表示する部分である。
３５０５：マウス編集線３５１５に対応したデ－タ値（縦軸の値）を表示する部分である
。
３５０６：マウス編集線３５１５の位置が既にあるマ－ク位置と一致した場合、チェック
マ－クが表示される部分である。
３５０７：マウス編集線３５１５で指し示す位置のカウント値を表示する部分である。
３５０８：マ－クを追加する位置をカウント値で入力する部分である。
３５０９：３５０８の部分に入力されたカウント値又はマーク編集線３５１５の位置にマ
－クを追加するのに用いられるボタンである。
３５１０：マ－クを削除するのに用いられる部分である。
３５１１：次の処理に進むために用いられるボタンである。加算平均解析モ－ドの場合に
、このボタンを押すと、図４３に示される加算平均解析用処理時間定義画面が表示され、
非加算平均解析モ－ドの場合は、このボタンを押すと、図４８に示される非加算平均解析
用処理時間定義画面が表示される。
３５１２：キャンセル用としてのボタンで、このボタンを押すと、図３４に示されるファ
イル読み込み画面に戻る。
３５１３：グラフ表示の計測デ－タを示す。
３５１４：マ－ク位置を示す。
３５１５：マウスカ－ソルの位置を表すマウス編集線（マウスに連動して動く）を示す。
その位置は３５０７のボックスの数値に反映される。
３６０１：対をなしている二つのマ－クのうちの左側（奇数番号）のマ－ク位置でのデ－
タのカウント値を表示する部分である。削除する場合は、チェックマ－ク表示を消去する
。
３６０２：対をなしている二つのマ－クのうちの右側（偶数番号）のマ－ク位置でのデ－
タのカウント値を表示する部分である。削除する場合は、チェックマ－ク表示を消去する
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。
３６０３：追加するマ－ク位置のカウント値又は時刻を入力するためのボックスである。
３６０４：このボタンを押すと、ボックス３６０３に入力された値の位置にマ－クが追加
される。
３６０５：このボタンを押すと、追加や削除されたデ－タがグラフ及び処理に反映される
。
【００６９】
図３５に示されるマ－ク編集画面において選択表示される図４０～４３及び図４８につい
て、その各部の意味や機能を以下に説明する。
【００７０】
図４０（ファイル保存画面）（Ｓ２４）
４００１：フォルダ（ディレクトリ）を指定する部分である。
４００２：上位階層フォルダに移動するときに用いられるボタンである。
４００３：フォルダを新規に作成するときに用いられるボタンである。
４００４：一覧表示を指定し、ディレクトリの内部にある内容を表示するのに用いられる
ボタンである。
４００５：ボタン４００４を押して得られるディレクトリの内容よりもさらに詳細な内容
を表示するのに用いられるボタンである。
４００６：ディレクトリ内のフォルダ及びファイルを表示するのに用いられるボタンであ
る。
４００７：ファイル名を入力するのに用いられるボタンである。このボタンを押すと、ボ
タン４００６を選択して表示されるファイルのファイル名が自動的に表示される。
４００８：ファイルの種類を選択するのに用いられるボタンである。ここで選択された種
類のファイルがボタン４００６を押すことによって表示される。
４００９：選択されたファイルを保存して、次に進むのに用いられるボタンである。
４０１０：キャンセルするときに用いられボタンで、これを押すと、図３５に示される画
面に戻る。
【００７１】
図４１（マ－ク編集用グラフ表示調整画面）（Ｓ２５）
４１０１：グラフ表示するＡ／Ｄ変換チャンネルの番号を選択するボックスである。
４１０２：Ｘ軸の倍率を入力するボックスである。
４１０３：Ｙ軸の倍率を入力するボックスである。
４１０４：Ｘ軸の表示値をカウント値にすることを選択するボタンである。
４１０５：Ｘ軸の表示値（カウント）を間引き表示（飛び飛び表示）にすることを選択す
るボタンである。
４１０６：Ｘ軸の表示値を時刻にすることを選択するボタンある。
４１０７：Ｘ軸の表示値（時刻）を間引き表示にすることを選択するボタンである。
４１０８：Ｘ軸の表示値を絶対時刻にすることを選択するボタンである。
４１０９：設定を終了して図３５の表示を変更するのに用いるボタンである。
４１１０：キャンセルして図３５に戻るときに用いるボタンである。
４１１１：予備（準備）計測デ－タの表示有無を指定するボタンである。
４１１２：マ－クの表示有無を指定するボタンである。
４１１３：Ｙ軸のベ－スラインを０にするボタンである。
【００７２】
図４２（計測条件表示入力画面）（Ｓ２６）
４２０１：タイトル（行われる検査の名称）を入力するバ－である。
４２０２：計測した日付及び時間を表示する部分で、デフォルト（自動的に表示される数
字や文字）で画面表示時の日付及び時間が表示される。
４２０３：刺激の種類（例えば指運動、書字、発語、薬剤投与等）を表示、入力する部分
である。
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４２０４：計測モ－ドを表示する部分である。
４２０５：自由なメモ書き部分である。
４２０６：被検者名を表示入力する部分である。
４２０７：被検者の年齢を表示入力する部分である。
４２０８：被検者の性別を表示入力する部分である。
４２０９：被検者の種類すなわち患者か健常者かを表示入力する部分である。
４２１０：Burst Rateを表示、表示入力する部分である。
４２１１：Conversion Rateを表示、表示入力する部分である。
４２１２：１回のサンプリングで取得したサンプル数を表示、表示入力する部分である。
４２１３：データ取得間隔を表示する部分である。
４２１４：設定終了用のボタンで、これを押すと図３５に示される画面表示に戻る。
４２１５：キャンセル用ボタンである。キャンセルの場合は、入力した値が反映しないで
画面表示は図３５に示される画面表示に戻る。
【００７３】
図１２（計測条件及び表示条件の入力画面）（Ｓ２７）
各部の意味や機能は既に説明した通りである（Ｓ１０参照）。
【００７４】
図４３（加算平均解析用処理時間定義画面）（Ｓ２８）
４３０１：このボタンを押すと、オプションメニュ－が表示され、図４４に示される分子
吸光係数表示画面及びフイッティングカ－ブ次数設定画面（図４５）をオプションとして
選択的に表示することができる。
４３０２：図２６における負荷前時間Ｔ１を入力するボックスである。
４３０３：図２６における緩和時間Ｔ２を入力するボックスである。
４３０４：図２６における負荷印加後時間を入力するボタンである。
４３０５：１番目のマ－ク位置をカウント値で表示するボックスである。その入力はでき
ない。
４３０６：２番目のマ－ク位置をカウント値で表示するボックスである。その入力はでき
ない。
４３０７：設定を終了して、図４６に示される処理ファイル追加設定画面に進むために用
いられるボタンである。
４３０８：キャンセルボタンで、これを押すと、図３５及び３６に示されるマ－ク編集画
面及びマ－ク編集補助画面に戻る。
【００７５】
図４８（非加算平均解析用処理時間定義画面）（Ｓ２９）
非加算平均解析の場合は、加算平均解析と異なり、図２６における負荷時間Ｔ１だけを指
定して、フイッティングカ－ブを外挿して求める。
４８０１：このボタンを押すと、オプションメニュ－が表示され、図４４に示される分子
吸光係数表示画面及びフイッティングカ－ブ次数設定画面（図４５）をオプションとして
選択的に表示することができる。
４３０２：図２６における負荷時間Ｔ１の開始カウント値又は時刻を入力するボックスで
ある。
４８０３：図２６における負荷時間Ｔ１の終了カウント値又は時刻を入力するボックスで
ある。
４８０４：解析開始カウント値又は時刻を入力するボックスである。
４８０５：解析終了カウント値又は時刻を入力するボックスである。
４８０６：設定を終了して、図４７に示される画像作成確認画面に進むために用いられる
ボタンである。
４８０７：キャンセルボタンで、これを押すと、図３５及び３６に示されるマ－ク編集画
面及びマ－ク編集補助画面に戻る。
【００７６】
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図４３及び４８に示される加算平均解析用処理時間定義画面及び非加算平均解析用処理時
間定義画面において選択表示される図４４～４６について、各部の意味や機能を以下に説
明する。
【００７７】
図４４（分子吸光係数表示画面）（Ｓ３０）
４４０１：Ａ／Ｄ変換チャンネルの表示範囲を表示する部分である。
４４０２：Ａ／Ｄ変換チャンネルの番号を表示する部分である。
４４０３：各Ａ／Ｄ変換チャンネルに割り当てられている波長を表示する部分である。こ
こに任意の波長を入力すると、その波長に対応する分子吸光係数が４４０４、４４０５の
部分に表示される。
４４０４：４４０３の部分に示された波長に対応した、酸素化ヘモグロビンの分子吸光係
数を表示する部分である。
４４０５：４４０３の部分に示された波長に対応した、脱酸素化ヘモグロビンの分子吸光
係数を表示する部分である。４４０４の部分に表示される分子吸光係数とともに解析演算
に用いられるものである。
４４０６：終了して、図４３に示される画面に戻るときに用いられるボタンである。
４４０７：キャンセルボタンで、これを選択すると入力変更した値は反映されずに、図４
３に示される画面に戻る。
【００７８】
図４５（フイッテイングカ－ブ次数設定画面）（Ｓ３１）
４５０１：ヘモグロビン変化量の算出に用いられるフイッテイングカ－ブ（計測デ－タ近
似曲線）の次数を指定し、表示するボックスである。指定範囲は０～９で、次数を指定し
ない場合は、その値は自動的に２となる。１０～１９が指定された場合は、図２６におい
て指定した負荷前時間Ｔ1の期間から０（１０指定時）次～９（１９指定時）次のフイッ
テイングカーブを求め、ベースラインとする。９９が指定された場合には、Ｔ１期間の計
測信号をベースラインとして演算を行う。
４５０２：終了して、図４３又は図４８に戻るためのボタンである。
【００７９】
図４６（処理ファイル追加設定画面）（Ｓ３２）
４６０１：このボタンを押すことで、加算平均解析において、さらに別のファイルの計測
デ－タを積算処理することができる。このボタンを押すと、図３４に示されるファイル読
み込み画面に戻り、再度図３５及び３６並びに図４３を通過する。ただし、図４３の設定
の変更は２回目以降は不可能である。
４６０２：このボタンを選択すると、ヘモグロビン濃度演算が行われ、図４７に示される
画像作成確認画面が表示される（Ｓ３３）。
【００８０】
図４７において、各部の意味や機能は次の通りである。
４７０１：このボタンを押すとトポグラフ生成（画面作成）処理に進む。すなわち、図４
９に示されるトポグラフ条件設定画面（１）又は図５０に示されるトポグラフ条件設定画
面（２）が表示される（Ｓ３４）。
【００８１】
４７０２：このボタンを押すと、解析デ－タの保存処理に進む。すなわち、まず、図６６
に示される解析条件表示画面が表示される（Ｓ３５）。図６６の画面中のキャンセルボタ
ン６６０８を押すと画面４７に戻り、終了ボタン６６０７を押すと図４０に示されるのと
同じ画面が表示され（Ｓ３６）、処理した結果をファイルで保存する。図６６に示される
解析条件表示画面の詳細については後述する。図４０において、保存４００９を選択した
場合は、ファイル保存後図３２に示される画面に戻り、キャンセル４０１０を選択した場
合は図４７に示される画面に戻る。
４７０３：このボタンを押すと、単純に図３２に示される画面に戻る。
【００８２】
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図４９及び５０において、Parameterタブを押すと図４９が、A/D CH Combinationタブを
押すと図５０に示される画面が表示される。図４９及び５０において、各部の意味や機能
は次の通りである。
４９０１：トポグラフとして画像化したいヘモグロビンデ－タを指定する部分である。
４９０２：統計処理をするかどうかを選択する部分である。すなわち、Noneの選択は統計
処理をしないでトポグラフィ画像を作成することを意味し、Mahalanobisの選択は統計処
理をしてトポグラフィ画像を作成することを意味する。統計処理は信号の揺らぎを変数と
して行うもので、その代表的なものとしてはt検定等の検定処理がある。
４９０３：計測チャンネル位置の設定方法を指定する部分である。すなわち、Autoの選択
は自動割り当てを意味し、Manualの選択はマニュアルでの入力を意味する。計測面の数は
Number of Faceというボックスに数字を入れて指定することができる。
４９０４：次のように、平均化手法を指定する部分である。
Natural：これを選択すると、平均化操作は行われない。
Average：これを選択すると、横軸の指定カウント毎に平均化操作を行う。Averaging Cou
ntsボックスに入力する値としては、横軸の平均化するカウントを指定する。Splitting C
ountボックスには、ここで入力されたカウント値を中心としてその両側に、前記Averagin
g Countsボックスに入力された値毎に平均化を行う。
Moving Average：これを選択すると、移動平均操作を行う。Averaging Countsボックスに
は移動平均のポイント数（これを一般的には期数と呼ぶ）を入力することができる。
４９０５：設定終了ボタンである。この場合、４９０３の部分でManualを選択すると、図
５１に示されるトポグラフ画像作成用光照射及び検出位置設定画面が表示され（Ｓ３７）
、Autoを選択すると、図５３に示されるトポグラフ画像作成用編集及び表示画面が表示さ
れる（Ｓ３９）。
４９０６：キャンセルボタンである。
５００１：Ａ／Ｄ変換チャンネルの組み合わせを指定する部分である。１計測チャンネル
毎に３波長以上用いられる場合、ヘモグロビン濃度演算に使用される２波長の組み合わせ
をここで指定することができる。
【００８３】
図５１において、各部の意味や機能は次の通りである。
５１０１：グラフのタイトルを入力し表示する部分である。
５１０２：光照射及び検出位置をチェックマ－クを入力して設定する部分である。マウス
で白四角内をダブルクリックすると、チェックマ－クオン／オフの切り替えができる。
５１０３：光照射位置及び検出位置設定後にこのボタンを押すことで、画面表示が図５１
の画面から図５２に示されるトポグラフ画像作成用計測位置設定画面に切り替わる（Ｓ３
８）。
５１０４：このボタンを押すと、画面表示が図５１の画面から図５２の画面に切り替わる
。
５１０５：設定した光照射位置及び検出位置を表示するためのボタンである。
５１０６：設定した光照射位置及び検出位置を非表示にするためのボタンである。
５１０７：設定した計測チャンネルを表示するためのボタンである。
５１０８：設定した計測チャンネルを非表示するためのボタンである。
５１０９：このボタンを押すと、５１０３～５１０８のボタンが表示される。
５１１０：このボタンを押すと、５１０３～５１０８のボタンが非表示にされる。
【００８４】
　図５２において、下の部分は図５１の下の部分と同じである。５２０１は計測チャンネ
ルの番号を入力する部分である。マウスの左ボタンをダブルクリックすることで、内部カ
ウンタが１だけ増加し、順番に数値が自動入力される。逆に、Shiftキ－を押しながらマ
ウスの左ボタンをシングルクリックすることで、内部カウンタが１だけ減少する。
【００８５】
　図５３は計測された時系列信号からHb濃度のトポグラフィ画像の作成及び静止又は動画
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表示、更には保存を行うのに用いる画面である。ここでは、１画像を表示する例を示すが
、複数画像を同時に表示することも可能である。図５３において、各部の意味や機能は次
の通りである。
５３０１：これを押すことで、図５４に示されるFileメニュ－を呼び出すことができる。
Fileメニュ－には、Load Topograph Image（保存されたトポグラフィ画像を読み込む）、
Save Topograph Image（作成されたトポグラフィ画像を保存する）及びLoad Mode Data（
モ－ドファイルを読み込む：計測時のモ－ドを表す条件デ－タ）の選択肢がある。Load T
opograph Imageを選択すると、図６１又は６２に示されるトポグラフイ画像読込画面が表
示される（Ｓ４０）。Save Topographを選択すると、図６３又は６４に示されるトポグラ
フィ画像保存画面が表示される（Ｓ４１）。Load Mode Dataを選択すると、図４0に示さ
れるファイル読み込み画面が表示される（Ｓ４２）。
５３０２：このボタンを押すことで、図５５に示されるEditメニュ－を呼び出すことがで
きる。Editメニュ－にはGraph1 copy、Graph2 copy及びRange copyの選択肢がある。Grap
h1 copyを選択すると、面１の画像を、Graph2 copyを選択すると、面２の画像を、そして
Range copyを選択すると、カラ－レンジを計算機の一時記憶領域にコピ－する。
５３０３：このボタンを押すと、図５６に示されるOptionメニュ－を呼び出すことができ
る。Optionメニュ－にはSet color、Setup Parameter及びConditionの選択肢がある。Set
 colorを選択すると、図６５に示される表示色設定画面が表示され（Ｓ４３）、Conditio
nを選択すると、図６６、６７又は６８が表示される（Ｓ４４）。
５３０４：Topograph ControlがManualモ－ドの場合、図５１で設定されたヘモグロビン
濃度変化デ－タの時間軸中の、画像を作成したい時刻を入力する部分である。Topograph 
ControlがAutoモ－ドの場合、画像を作成処理中には処理されている時刻を、また既に作
成された画像の表示中には表示されている画像の時刻を表示する部分でもある。
５３０５：Topograph ControlがAutoモ－ド及びCreate Allの場合において、設定された
ヘモグロビン濃度変化デ－タの時間軸中の、画像を作成する開始時刻（左枠）と終了時刻
（右枠）を入力し表示する部分である。
５３０６：処理状態を示す部分である。デ－タ処理中（Topograph生成中）は赤で、それ
以外は緑になる。
５３０７：作成されたトポグラフィ画像を表示するエリアである。
５３０８：トポグラフの表示色の範囲（コントラストの幅）（ヘモグロビン濃度値と色の
対応を示すカラ－バ－）を示す。
５３０９：トポグラフィ画像の表示色に対応したヘモグロビン濃度値の最大値（上枠）、
最小値（下枠）を表示する部分である。また、Set Max-Min valueチェック（図５７参照
（後述））をオンにすることで、最大値及び最小値をオペレ－タが指定することができる
。
５３１０：処理デ－タの位置(時刻)と範囲を表示する部分である。横軸全体は画像作成可
能な期間を示す。画像作成処理及び画像表示進行中のとき、表示されている画像の時刻と
同期して赤い縦線が動く。縦線が、図形形状が３角形のマークを横切るとき、音あるいは
画像の背景色を変化させ、操作者に伝達する。５３０５の部分で画像作成期間が設定され
た場合には、その範囲が水色の横線で表示される。マ－ク（図３５参照）に挟まれた範囲
は黄色で表示される。ただし、図４９に示されるトポグラフ条件設定画面のAverage Mode
でAverageを選択した場合、Split Count位置が表示される。
５３１１：このボタンを押すと、トポグラフィ画像が作成される。Manualモ－ドでは、５
３０４タイムエリアの時間の画像が１枚生成される。Autoモ－ド及びCreate Allでは、５
３０５の部分に設定された時間範囲の画像が表示される。このとき、５３１０エリア内に
作成範囲が水色横線で表示される。
５３１２：このボタンを押すと、Autoモ－ド及びCreate Allで生成されたトポグラフが再
表示される。
５３１３：このボタンを押すことで、再生画像が一時停止する。再度押すことで再生が続
けられる。
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５３１４：動画像再生時の画像表示間隔を指定する部分である。
５３１５：このボタンを押すと、トポグラフ作成及びReplayボタン押下による再度表示処
理が中止される。
５３１６：このボタンを押すと、トポグラフ画面が閉じる。
５３１７：このボタンを押すと、Manualモ－ドでは次のサンプリング時刻における画像が
作成され表示される。Autoモ－ド及びCreate Allでは、画像を作成した時間範囲内で、現
在表示されている画像の次のサンプリング時刻における画像が表示される。これはコマ送
りを意味する。
５３１８：このボタンを押すと、５３１７のボタンを押したのと逆となる（前の画像）。
これはコマ戻しを意味する。
５３１９：トポグラフ作成のモ－ドを選択する部分である。Autoモ－ドでは指定範囲の画
像を一度に生成することができ、Manualモ－ドでは１画面ずつ生成される。
５３２０：このボタンを押すと、図６０に示される作成画像種類設定画面が表示され（Ｓ
４５）、この画面で設定した条件にしたがって、複数のトポグラフ画像が作成され、ファ
イルとして保存される。ここで、保存された画像は後で読み込み表示することが可能であ
る。
【００８６】
図５７及び５８は図５３に示される画面の左下の部分の抜粋である。図５７は作成画面条
件設定タブ画面を、図５８は表示画像種類選択タブ画面を示し、Image Controlボタンを
押せば図５７の画面が、Created Imageボタンを押せば図５８の画面が現れる。これらの
図において、各部の意味や機能は次の通りである。
５７０１：Dynamic（動画）又はStatic（静止画）トポグラフを選択するボタンである。C
reate Allボタン押下時は本指定は無視される。
５７０２：トポグラフのカラ－バ－表示色に対応するヘモグロビン濃度の最大値及び最小
値を任意に指定する場合にチェックマ－クをダブルクリックにより入力する部分である。
５７０３：トポグラフィ画像の解像度を入力する部分である。
５７０４：トポグラフの背景色を指定する部分である。色の種類はBlack、Gray、Whiteの
３種類である。
５７０５：マ－クで囲まれた時間範囲の画像が表示されているときに、背景色を黄色にす
る場合には、この部分にチェックマ－クを入力する。
５８０１：Createボタン押下により生成したトポグラフ画像の種類（Oxy、Deoxy、Total
、Dynamic、Static、Color、又はMonochrome）を表示する部分である。CはColor、MはMon
ochrome、Rはカラ－バ－の色の上下反転の有無を表す。作成した画像の種類がある場合（
画像の種類はCreate Allボタンを押下後に図６０の画面で指定される）には選択可能とな
り、画像の種類を選択して図５３の画面中のReplay、Before、Nextボタンを押すことで画
像を表示することができる。
【００８７】
図５９は計測領域が２箇所（面）になる場合に図５３の画面に代って表示される、２画面
トポグラフィ画像作成用編集及び表示画面である。５９０１は第２の画面のタイトルを表
示する部分である。例えば、被検体の左右の半球を分けて計測して、１画面に左右の変化
を同時表示してもよい。更に、動画像再生をする場合には、複数の動画像を同期して再生
表示することができる。５９０２は第２の画面の計測位置決め等を行うのに用いられるボ
タン群で、これらのボタン群は図５１のボタン５１０３～５１０８と同じである。５９０
３は処理する画像の画面を選択する選択部分である。Face1選択時は第１画面のみが、Fac
e2選択時は第２画面のみが、Both選択時は第１画面と第２画面の両方が処理される。
【００８８】
図５３及び５９において選択表示される図６０～６８の画面について、その各部の意味や
機能を以下に説明する。
【００８９】
図６０（作成画像種類設定画面）（Ｓ４５）
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この画面では、生成するトポグラフィ画像の種類を指定することができる。具体的には次
の通りである。
６００１：Oxy-Hb（酸化ヘモグロビン）の画像を生成する場合にチェックマ－クを入力す
る部分である。
６００２：Deoxy-Hb（還元ヘモグロビン）の画像を生成する場合にチェックマ－クを入力
する部分である。
６００３：Total-Hb（酸化ヘモグロビンと還元ヘモグロビンの合計）の画像を生成する場
合にチェックマ－クを入力する部分である。
６００４：画像生成処理に進む時に押すボタンである。
６００５：キャンセルボタンである。このボタンを押すと、図５３の画面に戻る。
【００９０】
図６１及び６２（トポグラフィ画像読込画面）（Ｓ４０）
これらの画像で、読み込むトポグラフィ画像デ－タのディレクトリを指定することができ
る。具体的には次の通りである。
６１０１：Conditionタブで、このタブを押すと図６１の画面が現れる。
６１０２：読み込みたい画像デ－タの情報を表示する部分である。この点については図４
２と同じである。ただし、Analyze Modeは、処理したときのモ－ド（Integral又はContiu
ous）を意味する。
６１０３：このボタンを押すと、読み込みたい画像デ－タの読み込みが開始される。名（
これはディレクトリ名として保存される）が表示又は入力する。
６１０４：キャンセルボタンで、このボタンを押すと、図５３の画面に戻る。
６１０５：読み込む画像デ－タ名（これはディレクトリ名として保存される）を表示又は
入力する。ここで指定した画像デ－タの情報が６１０２の部分に表示される。
６１０６：ディレクトリ又は画像デ－タ名を表示し、選択する部分である。クリックする
ことで、ディレクトリを選択することができ、指定ディレクトリのパス名が６１０５の部
分に表示される。
６１０７：読み込む記憶媒体（フロッピ－ディスク、ハ－ドディスク、ＭＯ等）を選択す
る部分である。指定した記憶媒体内部のディレクトリが６１０６の部分に表示される。
６２０１：Image File Locationタブで、このタブを押すと図６２の画面が現れる。
６２０２：６１０５の部分で指定したディレクトリ内部にあるファイル名等を表示する部
分である。
【００９１】
図６３及び６４（トポグラフィ画像保存画面）（Ｓ４１）
これらの画像で、トポグラフィ画像デ－タの保存先ディレクトリを指定することができる
。具体的には次の通りである。
６３０１：Conditionタブで、このタブを押すと、図６３の画面が現れる。
６３０２：保存するトポグラフィ画像デ－タの情報を表示する部分である。
６３０３：指定されたディレクトリにトポグラフィ画像デ－タを保存するボタンである。
６３０４：キャンセルボタンで、このボタンを押すと、図５３の画面に戻る。
６３０５：保存するディレクトリの表示、入力を行う部分である。
６３０６：このボタンを押すと、６３０５の部分に指定されたディレクトリの下に６３０
７で入力されたデイレクトリ名の新しいディレクトリを作成する。
６３０７：新しく作成するディレクトリ名を入力する部分である。
６３０８：ディレクトリの表示、選択を行う部分である。クリックすることで、ディレク
トリを選択することができ、指定ディレクトリが６３０５の部分に表示される。
６３０９：ドライブを選択する部分である。指定したドライブのディレクトリが６３０８
の部分に表示される。
６４０１：Image File Locationタブで、このタブを押すと図６４の画面が現れる。
６４０２：保存するトポグラフ画像デ－タのデ－タ構造を表示する部分である。
【００９２】
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図６３及び６４の画面では、６３０６及び６３０７が図６１及び６２の画面に対して追加
されている。ほかの部分は、図６１及び６２の画面に対して読み込みが保存になっている
だけである。
【００９３】
図４２（ファイル読み込み画面）（Ｓ４２）
画面の内容については既に説明した通りである（Ｓ２２参照）。
【００９４】
図６５（表示色設定画面）（Ｓ４３）
この画面では、トポグラフィ画像の色を設定するために図５３及び５９のカラ－バ－の配
色を設定ことができる。具体的には次の通りである。
６５０１：設定されているカラ－バ－を表示する部分である。この画面内で設定を変更す
ると、同期してこのカラ－バ－内の配色が変化する。
６５０２：この縦線はマウスで左右に動かすことができる。この縦線に沿った配色が６５
０１の部分のカラ－バ－の配色となる。この縦線が動くエリア（配色選択領域）内の横軸
の位置によって異なる配色が定義される。
６５０３：６５０５の部分でグレ－スケ－ル表示が選択された場合の白黒表示の階調変化
を表示する部分である。
６５０４：配色選択領域内における縦線位置の横軸位置を数値で表示する部分である。数
値をここに入力すると、配色選択領域内に縦線も対応した位置に移動して選択される配色
が変化する。
６５０５：グレ－スケ－ルを指定する部分である。チェックマ－クを入れた場合、トポグ
ラフィ画像がグレ－スケ－ルで生成される。
６５０６：色のバランス（上下）を逆にするボタンである。
６５０７：６５０２の縦線で選択された配色（白黒の場合は階調）の割合をト－ンカ－ブ
を変更することで設定する部分である。その方法として、ト－ンカ－ブ上の３点をマウス
でドラッグすることによりカ－ブを調節する。
６５０８：ト－ンカ－ブの３点のＸ座標を表示する部分である。この部分に数値を入力す
ると、ト－ンカ－ブもその数値に対応して変化する。
６５０９：ト－ンカ－ブの３点のＹ座標を表示する部分である。この部分に数値を入力す
ると、ト－ンカ－ブもその数値に対応して変化する。
６５１０：色のト－ンカ－ブを初期状態（直線）に戻すボタンである。
６５１１：このボタンを押すと、設定内容がトポグラフィ画像に反映される。
６５１２：色の設定を終了したときに押すボタンで、このボタンを押すと、図５３の画面
に戻る。
【００９５】
図６６（解析条件表示画面）（Ｓ４４）
この画面は保存する画像ファイルの計測条件や解析条件を表示及び編集することができる
画面である。
６６０１：Conditionタブで、このタブを選択すると、図６６の画面が現れる。
６６０２：解析ファイルのタイトルを入力、表示する部分である。
６６０３：解析モ－ド（InrtegralかContinuous）を表示する部分である。
６６０４：計測モ－ドを表示する部分である。
６６０５：解析に用いたデ－タのファイル名及びデ－タ処理範囲を表示する部分である。
Integralモ－ドの場合、積算に使用されたマ－クの情報を表示する部分でもある。
６６０６：解析ファイルのメモを入力、表示する部分である。
６６０７：終了するときのボタンである。
６６０８：キャンセルボタンである。
６６０９：解析ファイルの日時を表示する部分である。自動挿入される。
６６１０：刺激の種類を表示する部分である（図４２参照）。
６６１１：計測チャンネル数を表示する部分である。
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６６１２：波長数を表示する部分である。
６６１３：波長デ－タを表示する部分である。
【００９６】
図６７及び６８は図６６の画面と共通のタブをもつ画面で、図６７はInformation of Eac
h Filesタブを選択したときの計測ファイル条件表示画面、図６８はTopograph Parameter
タブを選択したときのトポグラフィ画像作成条件画面である。図６７の画面は解析（画像
作成）に使用された計測ファイルの条件を表示する画面で、図６７及び６８における各部
の意味や機能は次の通りである。
６７０１：Information Of Each Filesタブで、このタブを選択することで図６７の画面
が現れる。
６７０２：解析に用いられた計測ファイル名を表示する部分である。解析に用いられたフ
ァイル名を選択することで、６７０３～６７０９の部分に選択ファイルの計測情報が表示
される。
６７０３：被検者のデ－タを表示する部分である（名前等。図４２参照）。
【００９７】
６７０４：計測パラメ－タを表示する部分である（Ａ／Ｄ変器の設定値やサンプリング間
隔等）。図２１とほぼ同じである。
６７０５：タイトルを表示する部分である（図４２参照）。
６７０６：計測日時を表示する部分である（図４２参照）。
６７０７：刺激の種類を表示する部分である（図４２参照）。
６７０８：計測モ－ドを表示する部分である（図４２参照）。
６７０９：メモデ－タを表示する部分である（図４２参照）。
６８０１：Topograph Parameterタブで、このタブを選択すると、図６８の画面が現れる
。
６８０２：画像の解像度を表示する部分である（図５７の５７０３で指定した値）。
６８０３：処理タイプを表示する部分である（図４９の４９０２で指定した値）。
６８０４：時間軸方向の平均化手法を表示する部分である（図４９の４９０４参照）。
６８０５：保存する画像の種類を表示する部分である（図６０参照）。
６８０６：解析可能時間範囲の長さを表示する部分である。
６８０７：Dynamic トポグラフの画像開始及び終了時刻（上段）、画像開始及び終了カウ
ント（下段）、マ－ク時刻及びカウント、作成された画像枚数を表示する部分である（一
番下の段）。
６８０８：カラ－バランスのPoint（図６５の６５０４参照）とReverse(図６５の６５０
６参照)のデ－タを表示する部分である。
６８０９：Dynamicトポグラフ及びStaticトポグラフの濃度変化のMax値及びMin値を表示
する部分である（図５３の５００９参照）。
６８１０：ト－ンカ－ブのポイントを表示する部分である（図６５の６５０８及び６５０
９参照）。
６８１１：Ａ／Ｄ変換チャンネルの組み合わせを表示する部分である（図５０の５００７
参照）。
【００９８】
図９５は図1に示される光計測装置を用いてデータ解析後のデータ表示を行う場合の、本
発明にもとづく一例としての表示フローを示す。表示に関する詳細については図６９～９
１を参照しながら後述するが、図９５の表示フローからわかるように、表示の際には、大
まかには、ステップ９５１において光計測装置のプログラムが立ち上げられると、画面が
ステップ９５２～９５５のように遷移し、ステップ９５６で表示が終了する。
【００９９】
図９５において、ステップ９５２において表示される画面は後述の図７０に示される画面
で、ここで表示モードが選択される。ステップ９５３で表示される画面は後述の図３４に
表示される画面で、ここで、記憶されてあるデータファイルを読み込むことができる。ス
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テップ９５４で表示される画面は後述の図７１に示される画面で、ここで、表示されるべ
きグラフが選択され、その選択されたグラフがステップ９５５において図５２、９１に示
されるように表示される。
この場合、図７１の表示グラフ選択画面ならびに操作者が選択したグラフ（例えば図５２
のトポグラフ画像表示画面及び図９１のヘモグロビン濃度グラフマッピング表示画面）を
図９６に示されるように１画面中に表示することができる。これによれば、図５２に示さ
れる計測位置と各計測位置に対応したヘモグロビン濃度時間波形を直感的に把握すること
ができる。必要に応じて、図５２の画面と図９１の画面は必ず同一画面にペアで表示する
設定としてもよい。
【０１００】
図６９は、図１に示される光計測装置を用いての既述の被検体の計測処理及びデ－タ解析
処理の終了後、計測デ－タグラフ、フイッティングカ－ブ（ベースライン）、ヘモグロビ
ン時系列グラフ、トポグラフィ画像等の必要なデ－タを表示する、本発明にもとづく一例
としてのフロ－を示す。計測処理及びデ－タ解析処理終了後、図３に示されるメ－ンメニ
ュ－選択用の初期画面に戻って、その初期画面中のボタン３０２を押すと、図３に示され
る初期画面に代って図３２に示される処理選択画面が表示される。（Ｓ５０）。図３２に
おける各部の意味や機能は既述のとおりである。図３２において、ボタン３２０２を押す
と、図７０に示されるグラフメニュ－画面が表示される（Ｓ５１）。
【０１０１】
図７０において、７００１は計測したデ－タを、７００２は解析デ－タをそれぞれ読み込
むためのボタンで、そのいずれかのボタンを押すと、図３４に示されるファイル読み込み
画面が表示さる（Ｓ５２）。７００３はトポグラフィ画像を含む解析デ－タを読み込むた
めのボタンで、このボタンを押すと、図６１に示されるトポグラフ画像読み込み画面が表
示される（Ｓ５３）。７００４はグラメニュ－を閉じるボタンで、このボタンを押すと画
面表示は図３２の画面に戻る。図３４の画面中のボタン３４０８又は図６１の画面中のボ
タン６１０３を押すと、図７１に示される表示グラフ選択画面が表示される（Ｓ５４）。
【０１０２】
図７１における各部の意味や機能は次のとおりである。
７１０１：計測した時系列データのグラフを表示するためのボタンである。複数のＡ／Ｄ
変換器チャンネルの計測データのグラフは同時に表示可能である。このボタンを押すこと
でグラフ表示調整画面が表示される（Ｓ５５）。このグラフ表示調整画面は図４１に示さ
れるマ－ク編集用グラフ表示調整画面と同一である（名称が違うのみ）。この画面におい
て、ボタン４１０９又は４１１０を押すと、図７３に示される計測デ－タグラフ表示画面
が表示される（Ｓ５６）。図７３において、７３０１は図７４に示されるOptionメニュ－
を呼び出すボタン、７３０２は計測デ－タをグラフ表示する領域である。図７４において
、Setup Parameterボタンを押すと、図４１に示される画面に戻る。ボタン７１０１を押
した後は図７１は図７２の状態に変化する。
７１０２：フイティングカ－ブ（ベースライン）と計測データをグラフ表示(以降フィッ
ティンググラフと呼ぶ)するステップに進むためのボタンである。このボタンを押すと、
図７５に示されるフイッティンググラフ表示条件画面が表示される（Ｓ５７）。
７１０３：ヘモグロビンの時系列データをグラフ表示するステップに進むためのボタンで
ある。このボタンを押すと、図８８に示されるヘモグロビン濃度グラフ表示条件設定画面
（後述）が表示される。
７１０４：トポグラフ画像を表示するステップに進むためのボタンである。このボタンを
押すと、図５３に示されるトポグラフ画像作成用編集及び表示画面に戻る。
７１０５：グラフ表示を終了するためのボタンで、このボタンを押すと図７０の画面に進
む。
【０１０３】
図７２の７２０１は複数Ａ／Ｄ変換器チャンネルの計測データのグラフを表示したい場合
、各グラフ番号を選択するためのボタンである。選択肢はGraph1～Graph n(nは最大Ａ／
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Ｄ変換器チャンネル番号)までである。グラフ表示前に図４１に示されるグラフ表示調整
画面が表示される。
【０１０４】
図７５は図７１の画面においてボタン７１０２を押すことによって表示される画面を示す
。同画面において、各部の意味や機能は次のとおりである。
７５０１：Ｘ軸を時間又はサンプリングカウントのどちらで表示するかを選択するための
ボタンである。
７５０２：マーク表示の有無を指定するためのボタンである。
７５０３：グラフのＹ軸のレンジを指定する部分である。具体的には次のとおりである。
Auto(uniform) ：複数グラフ表示の際、最大及び最小値を自動的に最適値に統一する。
Auto(separate)：複数グラフ表示の際、各グラフ毎に最大及び最小値を最適値に自動的に
設定する。
Manual　　　　：Ｙ軸の最大及び最小値を手動で指定する。
７５０４：このボタンを押すと、図３４に示されるファイル読み込み画面が表示され（Ｓ
５８）、その画面から計測モードファイルを読み込むことができる。図３４の画面中のキ
ャンセルボタン３４０１を押すと図７５の画面に戻る。
７５０５：計測チャンネルの位置を手動で設定するためのボタンである。このボタンを押
すと図７６に示される計測モード設定画面が表示され（Ｓ５９）、その後図７７に示され
る計測チャンネル位置編集画面が表示される（Ｓ６０）。
７５０６：設定を終了するためのボタンで、このボタンを押すと図８４に示されるフイッ
ティンググラフ表示画面が表示される（Ｓ６１）。
７５０７：キャンセル用のボタンで、このボタンを押しても図８４に示されるフイッティ
ンググラフ表示画面が表示される。
７５０８：計測チャンネルの位置を表示エリアである。計測位置データがある場合、計測
チャンネル番号が表示される。計測チャンネル番号上にマウスカーソルを移動すると、各
計測チャンネルに対応したＡ／Ｄ変換器のチャンネル番号がマウスカーソルの下に表示さ
れる。計測チャンネル位置データがない場合、計測チャンネル番号は表示されない。この
場合、ボタン７５０４又は７５０５を押して計測チャンネル位置データを入力する必要が
ある。
【０１０５】
既述のように、図７５に示されるフイッティンググラフ条件設定画面中のボタン７５０５
を押すと図７６に示される計測モ－ド設定画面が表示される。その画面において、各部の
意味や機能は次のとおりである。
７６０１：１計測チャンネルに使用した波長数を選択または入力するためのボタンである
。
７６０２：計測領域の面数を選択するためのボタンである。
７６０３：計測面毎に計測チャンネルの数を入力するためのボタンである。
７６０４：設定を終了するためのボタンで、このボタンを押すと、図７７に示される計測
チャンネル位置編集画面が表示される。
７６０５：設定をキャンセルするためのボタンである。このボタンを押すと図７５の画面
に戻る。
図７６の画面中のボタン７６０４を押すことで表示される、図７７に示される計測チャン
ネル位置編集画面において、各部の意味や機能は次のとおりである。
７７０１：図８０のFileメニューを呼び出すためのボタンである。
７７０２：計側面のラベル(任意の名前)を入力するための部分である。
７７０３：入射及び検出位置をチェックするためのボタンである。
７７０４：このボタンをボタン７７０３によるチェック後押下すると、図７８に示される
計測チャンネル位置編集画面に変化する。
７７０５：計測チャンネルの数を入力するための部分である。
７７０６：Ａ／Ｄ変換器のチャンネル毎の波長データを表示する部分（グリッド）である
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。
７７０７：波長データを入力する部分である。
７７０８：図８１に示される波長入力画面を表示するためのボタンである。波長グリッド
７７０６に波長を一括入力する場合に用いる。
７７０９：任意の文章(メモ)を入力する部分である。
７７１０：編集を終了するためのボタンで、このボタンを押すと図７５の画面に戻るため
のボタンである。
７７１１：設定をキャンセルするためのボタンで、このボタンを押すと図７５の画面に戻
る。
【０１０６】
上述のように、ボタン７７０４を押すと図７７の画面は図７８に示される画面に変化する
。その画面において、各部の意味や機能は次のとおりである。
７８０１：計測チャンネル番号を入力するエリアである。このエリアに直接数値を入力で
きる他、エリアをダブルクリックすることで自動的に数値を１ずつ増加して入力すること
ができる。このとき、Shiftキーを押しつつマウス左ボタンをクリックすることで内部の
カウンタを１戻すことができる。
７８０２：Ａ／Ｄチャンネル番号を入力するエリアである。複数のチャンネル番号は","
で区切って入力する（例：１，２）。このエリアに直接数値を入力できる他、エリアをダ
ブルクリックすることで自動的に数値を1ずつ増加して入力することができる。このとき
、Shiftキーを押しつつマウス左ボタンをクリックすることで内部のカウンタを１戻すこ
とができる。
７８０３：このボタンを押すと図７７の画面に戻る。
【０１０７】
図７８は計測面が１個の場合の計測チャンネル位置編集画面を示すが、計測面が２個の場
合の計測チャンネル位置編集画面は１個の場合のそれと異なる。図７９は計側面が２個の
場合の図７８に対応する計測チャンネル位置編集画面の例を示す。
【０１０８】
図８０は図７７の画面においてボタン７７０１を押すことで呼び出されるFileメニュ－画
面を示す。Fileメニューには、New、Open及びSave Asの選択肢がある。各選択肢を選択す
ると、図７６に示される計測モ－ド設定画面面(New選択時)、図８２に示されるファイル
読み込み画面(Open選択時)及び図８３に示されるファイル保存画面(save as選択時)が表
示する。
【０１０９】
図８１は図７７の画面中のボタン７７０８を押すことで表示される波長入力画面を示す。
同図において、８１０１は波長を入力する部分、８１０２はその設定を終了するためのボ
タン、８１０３はその設定をキャンセルするためのボタンである。
【０１１０】
図８２は図８０のファイルメニュ－画面においてOpenを選択することにより表示されるフ
アイル読み込み画面を示す。同図において、各部の意味や機能は次のとおりである。
８２０１：ファイル名を入力するエリアである。
８２０２：エリア８２０３で選択されているディレクトリ内にあるファイル名の一覧を表
示するエリアである。ここで、選択されたファイル名は、自動的にエリア８２０２に表示
される。
８２０３：ディレクトリの階層構造を表示するエリアである。
８２０４：エリア８２０２で選択したファイルを読み込むためのボタンである。
８２０５：キャンセル用のボタンである。
８２０６：ファイルの種類を指定する部分である。
８２０７：ドライブを指定する部分である。
なお、指定したファイル名はOKボタンを押下時、初期化ファイルに保存し、次回起動時に
同一デ－タを表示する。
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図８３は図８０のFileメニュ－画面においてSave Asを選択することにより表示されるフ
ァイル保存画面を示す。画面の内容は図８２と同じである。ただし、OKボタンを押したと
きに、本画面では図７７で編集した結果をファイルとして保存する。保存したファイルは
、必要に応じて読み込むことで再利用可能である。指定ファイル名はOKボタン押下時、初
期化ファイルに保存し、次回起動時に同一デ－タを表示する。
【０１１１】
なお、図７７～８３（図８０は除外）において、OKボタンを押すか、Cancel又はキャンセ
ルボタンを押すことで、図７５の画面に戻る。
【０１１２】
既述のように、図７５に示されるフイッティンググラフ表示条件設定画面中のボタン７５
０６又は７５０７を押すと、図８４に示されるフイッティンググラフ表示画面が表示され
る。同図において、各部の意味や機能は次のとおりである。
８４０１：図８５に示されるEditメニュ－を呼び出すためのボタンである。
８４０２：図８６に示されるOptionメニュ－を呼び出すためのボタンである。
８４０３：フィッティングカーブの式を表示するエリアである。
８４０４：フィッティングカーブを求める際に得られる２乗誤差を表示するエリアである
。
８４０５：グラフとして表示される計測データのＡ／Ｄ変換器のチャンネル番号を表示又
は選択部分である。Ａ／Ｄ変換器のチャンネル番号を変更すると、グラフが更新される。
８４０６：計測波長を表示する部分である。
８４０７：計測データとフィッティングカーブのグラフ（ベースライン）を表示するエリ
アである。
【０１１３】
図８５は上述したように図８４の画面中のボタン８４０１を押すことによって表示される
Editメニュ－画面を示す。この画面においてCopyを選択するとフイッティンググラフがク
リップボ－ドにコピ－される。
【０１１４】
【発明の実施の形態】
　図１は、本発明にもとづく生体光計測装置のー実施例の主要部の構成を示す。本実施例
では、被検体、例えば頭部の皮膚に光を照射し、それによって被検体内で反射されその被
検体内を通過した光を検出することにより大脳内部を画像化する実施形態を、計測チャン
ネルの個数すなわち計測位置の数が１２、計測すべき信号の数（アナログ／ディジタル変
換チャンネルの数）が２４の場合で示す。もちろん、本発明は、計測対象として頭部に限
らず他の部位、さらには生体以外にも実施可能である。
【０１１５】
図７１に示される画面中のボタン７１０３を押すと、図８８に示されるヘモグロビン濃度
グラフ表示条件設定画面が表示される（Ｓ６４）。図８８において、各部の意味又は機能
は次のとおりである。
８８０１：グラフとして表示するヘモグロビンデータの種類及びマ－クをチェックする部
分である。
８８０２：Condition/Position選択タブである。
８８０３：グラフのＹ軸のレンジを指定する部分である。具体的には次のとおりる。
Auto(uniform) ：複数グラフ表示の際、最大及び最小値を自動的に全グラフ同じ最適値に
統一する。
Auto(separate)：複数グラフ表示する際に、各グラフ毎に最大及び最小値を最適値に自動
的に設定する。
Manual　　　　：Ｙ軸の最大及び最小値を手動で指定する。
８８０４：Ｘ軸を時間又はサンプリングカウントのいずれで表示するかを選択する部分で
ある。
８８０５：時間方向の平均化手法を指定する部分である。具体的には次のとおりである。
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Natural　　　 ：平均化操作をしない。
Average　　　 ：指定カウント毎に平均化操作する。ここに、平均化 するカウント数を
指定する。Splitting Countには、 その点をまたいで平均化操作をしない点を指定する。
Moving Average：移動平均化操作をする。Averaging Countsで移動平 均化のポイント数
を指定する。
８８０６：noneが選択された場合には統計処理をしないデータをグラフとして表示し、Ma
halanobisが選択された場合には統計処理をしたデータをグラフとして表示する。
８８０７：このボタンを押すと図３４に示されるファイル読み込み画面が表示され（Ｓ６
５）、この画面から計測チャンネルの位置を指定するために計測モードファイルを読み込
むことができる。
８８０８：計測チャンネルの位置を手動で設定するためのボタンである。このボタンを押
すと、図７６に示される計測モード設定画面が表示される（Ｓ６６）。この画面から図７
７に示される計測チャンネル位置編集画面を表示することができる（Ｓ６７）。このＳ６
７においては、図７７～８３に示される画面を表示して、Ｓ６０におけると同じ内容を実
行することができる。Ｓ６７において、図７７～８３（図８０は除外）の画面中のOKボタ
ンを押すか、Cancel又はキャンセルボタンを押すことで図８８の画面に戻る。
８８０９：設定終了ボタンである。このボタンを押すと図９０に示されるヘモグロビン濃
度表示画面が表示される。
８８１０：キャンセルボタンである。このボタンを押しても図９０に示される画面が表示
される。
８８１１：計測チャンネルの位置を表示する８エリアである。計測位置データがある場合
、計測チャンネル番号を表示する。計測チャンネル番号上にマウスカーソルを移動すると
、各計測チャンネルに対応したＡ／Ｄ変換器チャンネルH番号をマウスカーソルの下に表
示する。計測チャンネル位置データがない場合、計測チャンネル番号は表示されない。こ
の場合、ボタン８８０７又は８８０８を押して計測チャンネル位置データを入力する必要
がある。
【０１１６】
　図８９はもう一つのヘモグロビングラフ表示条件設定画面を示す。各部の意味や機能は
次のとおりである。
８９０１：CH Parameter選択タブである。このタブは図８８の画面にあるそれと同じもの
で、図８８の画面においてこのタブを選択すると図８９の画面が表示され、図８９の画面
においてCondition／Positionを選択すると図８８の画面が表示される。
８９０２：measure CHを選択するとエリア８９０４において計測チャンネル番号の入力が
可能な状態となり、A／D CH Combinationを選択するとエリア８９０３においてＡ／Ｄ変
換器チャンネルの組み合わせの入力が可能な状態となる。
８９０３：エリア８９０４で指定された計測チャンネルにおい、ヘモグロビン濃度を演算
するＡ／Ｄ変換器チャンネルの２つ又はそれ以上の組み合せを指定するエリアである。
８９０４：グラフ表示する計測チャンネルの番号を指定するエリアである。
【０１１７】
　上述からわかるように、図８８の画面中のボタン８８０９又は８８１０を押すと、図９
０に示されるヘモグロビン濃度表示画面が表示される（Ｓ６８）。図９０において、各部
の意味や機能は次のとおりである。
９００１：図８５に示されるEditメニュ－を呼び出すためのボタンである。
９００２：図８６に示されるOptionメニュ－を呼び出すためのボタンである。このOption
メニュ－のConditionを選択すると図６６に示される解析条件表示画面が表示される（Ｓ
６９）。図６６の画面中のボタン６６０７及び６６０８を押せば図９０の画面に戻る。図
８６に示されるOptionメニュ－のMapping Imageを選択すると図９１に示されるヘモグロ
ビン濃度表示画面が表示される（Ｓ７０）。図９１において、９１０１は計測位置に対応
したヘモグロビン濃度の時間変化を示すグラフを表示するエリアである。ここでは、計測
位置に対応したヘモグロビン濃度の時間変化が実際の計測位置に対応して表示される。
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９００３：ヘモグロビン濃度のグラフを表示するエリアである。
【０１１８】
図９０において、/oxy-Hb、/deoxy-Hb、/total-Hbのような凡例が示されているが、これ
らは各化学種とそれらに対応する線色又は線種（スラント部）を示している。
【０１１９】
なお、既述した全画面に関し、表示画面の上部バーをダブルクリックするとPrintコマン
ドが表示され、そのコマンドを選択することにより印刷が実行される。
【０１２０】
以上、本発明の実施例を詳細に説明したが、ここで本発明による光計測装置の特徴的な点
を列記すると次のようである。ただし、これらが特徴のすべてであると理解されるべきで
はない。
【０１２１】
1).計測時及びデータ解析時に複数の時間変化グラフを表示する場合に、その表示を計測
波長又は計測された化学種毎に線色又は線種を変えて行う(図１４、２６、２７、７３、
８４、８７、９０、９１等)。
1a).計測時にはマークを自動又は手動で入力する手段があり、このマークを上記複数のグ
ラフ上に、グラフの色又は線種とは異なる色又は線種で表示する（図１０、１４等）。
1aa).計測時に入力されたマーク位置（時刻）を、計測後追加、削除及び移動することが
できる（図３５等）。
1b).複数の時系列グラフを表示する際に、取得される信号の計測位置を反映する位置にグ
ラフを表示する（図８７、９１、９６）。
1c).複数の時系列グラフを表示する際に、２つの座標軸の一方である縦軸をすべて同じ値
で表示し、又はその縦軸を各グラフ毎に最適な値で表示することを指定する画面を有する
（図８７、８８、９１等）。
【０１２２】
2).計測時に、計測開始からの時刻及びマーク入力からの時刻を表示する画面を有する（
図１９等）。
【０１２３】
3).計測時に、他機器からの信号を取り込むことを指定する画面を有する（図１７等）。
【０１２４】
4).外部からのトリガー信号と動機して計測を行うことを指定する画面を有する（図２０
等）。
【０１２５】
5).外部へ任意の波形信号を出力する手段を有し、その波形形状及び時間間隔を設定する
画面を有する（図１８、１９等）。
【０１２６】
6).前回の計測時及び解析時に設定した変数を記憶し、次回の計測時及び解析時にその変
数を置換又は追加して表示する。
【０１２７】
7).次のような設定を行う画面を有する（図１２、７６、７７、７８、７９、８１等）。
7a).計測位置とその計測位置で計測される信号を保持する内部アドレスとの相対関係を指
定する画面を有する。
7b).計測位置又は計測位置で計測される信号を保持する内部アドレスと、計測に使用する
波長又は計測対象物の吸光係数との相対関係を設定する画面を有する。
【０１２８】
8).複数の計測位置と複数の光入射集光位置を、計測時又は解析時に表示する画面を有す
る（図６、５２、９６等）。
8a).計測時又は解析時に表示される、複数の計測位置と複数の光入射集光位置を表示知る
画面で、計測位置又は光入射集光位置毎に各信号の状態に応じて、色又は記号又は数字等
で各信号の状態を表示する機能を有する（図６、５２、９６等）。
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【０１２９】
9).複数の計測位置と複数の光入射集光位置を、作成された画像上に表示したり、非表示
にしたりすることを選択する画面を有する（図５２、59等）。
【０１３０】
10).作成された画像を動画像として表示する画面を有し、動画像再生時に表示画像の時刻
を数字で表示する部分、及び動画再生時間範囲全体を矩形領域で表示し、その領域内部に
表示画像の相当する時刻を線で表示する画面を有する（図５３）。
10a).動画像再生画面で、再生停止、再生一時停止、コマ送り、コマ戻し、繰り返し再生
を指定する部分を含む画面を有する（図５３等）。
10b).動画像再生画面で、複数画像を同期して表示する画面を有する（図５９等）。
10c).動画像再生画面で、動画再生時間範囲全体を表示する矩形領域部分に、計測時に入
力したマーク入力時刻を表す図形を表示する画面を有する（図５３等）。
10ca).計測時に入力したマーク入力時刻を表す図形が、動画再生時間範囲全体を表示する
矩形領域部分に複数ある場合、マークに挟まれる区間を色を変えて表示する画面を有する
（図５３等）。
10d).動画像再生画面で、動画再生時間範囲全体を表示する矩形領域部分にある、表示画
像の時刻を表す線が、マークと交差したときに、音を鳴らす（図５３等）。
10e).動画像再生画面で、動画再生時間範囲全体を表示する矩形領域部分にある、表示画
面の時刻を表す線が、マークと交差したときに、画面の背景色を変更する機能がある画面
を有する（図５３等）。
【０１３１】
11).画像表示画面で、表示画面のコントラストの幅及び色合いを設定する部分を含む画面
を有する（図５３、６５等）。
11a).画像表示画面で、画像の色合い又はトーンカーブを設定する画面を有する（図６５
等）。
【０１３２】
12).信号を解析する手段として、任意時間間隔の平均値又は任意期数の移動平均を設定す
る画面を有する（図４９等）。
12a).信号を解析する手段として、信号の揺らぎを変数として用いる、t検定で代表される
統計解析手法を選択する画面を有する（図４９等）。
【０１３３】
本発明の実施例によれば、習熟していないオペレータであっても、誤り少なく迅速な操作
により信頼性のあるデータを容易に得ることができるようになる。
【０１３４】
【発明の効果】
　本発明によれば、被検体を光計測し、その計測によって得られた情報にもとづく所定の
項目の画像を容易に処理及び表示するのに適した生体光計測装置が提供される。特に、習
熟していないオペレータであっても、誤りなく迅速な操作により信頼性のあるデータを容
易に得ることができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明にもとづく生体光計測装置のー実施例の主要部の構成を示すブロック図
。
【図２】　図１に示される生体光計測装置を用いて被検体の計測を行う、本発明にもとづ
く一例としてのフロ－図。
【図３】　表示部に表示される初期画面を示す図。
【図４】　表示部に表示される条件入力画面を示す図。
【図５】　表示部に表示されるゲイン調整中表示画面を示す図。
【図６】　表示部に示される計測位置表示画面を示す図。
【図７】　表示部に表示される異常表示画面を示す図。
【図８】　表示部に表示されるファイル作成画面を示す図。
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【図９】　表示部に表示されるディレクトリ作成画面を示す図。
【図１０】　表示部に示される計測画面を示す図。
【図１１】　表示部に表示される、図１０のInfoのサブメニュ－画面を示す図。
【図１２】　表示に表示される計測条件及び表示条件の入力画面を示す図。
【図１３】　表示部に表示される、図１０のOptionのサブメニュ－画面を示す図。
【図１４】　表示部に表示される計測デ－タ時系列表示画面を示す図。
【図１５】　表示部に表示される、図１４のグラフの表示条件入力画面を示す図。
【図１６】　表示部に表示されるファイルバックアップ条件入力画面を示す図。
【図１７】　表示部に表示される他計測機器出力信号の入力設定画面を示す図。
【図１８】　表示部に表示される矩形波出力信号設定画面を示す図。
【図１９】　図１８で条件設定される矩形波出力信号波形を示す図。
【図２０】　表示部に表示される外部入力トリガ－同期計測条件設定画面を示す図。
【図２１】　表示部に表示される計測デ－タ取得条件設定画面を示す図。
【図２２】　表示部に表示される計測信号確認画面を示す図。
【図２３】　図１の光モジュール内の構成を示すブロック図。
【図２４】　被検体表面上における、照射位置及び検出位置の幾何学的配置例を示す図。
【図２５】　図１のロックイン増幅器モジュ－ルの構成を示すブロック図。
【図２６】　ある検出位置における計測信号と該計測信号から求められる予測無負荷信号
の経時変化を表す一例としてのグラフ。
【図２７】　ある計測位置における酸化及び還元ヘモグロビンの濃度の相対変化量の時間
変化を表す一例としてのグラフ。
【図２８】　被検者の左手指の運動を負荷として、各計測点の酸化ヘモグロビン濃度の相
対変化量の時間変化から作成した等高線画像（トポグラフィ画像）を示す図。
【図２９】　被検者の右手指の運動を負荷として、各計測点の酸化ヘモグロビン濃度の相
対変化量の時間変化から作成した等高線画像（トポグラフィ画像）を示す図。
【図３０】　トポグラフィ画像を被検者の脳表面画像と重ねあわせた表示例を示す図。
【図３１】　図１に示される光計測装置を用いて被検体の計測処理を行った後デ－タ解析
を行う、本発明にもとづく一例としてのフロ－図。
【図３２】　表示部に表示される処理選択画面を示す図。
【図３３】　表示部に表示される解析モ－ド選択画面を示す図。
【図３４】　表示部に表示されるファイル読み込み画面を示す図。
【図３５】　表示部に表示されるマ－ク編集画面を示す図。
【図３６】　表示部に表示されるマ－ク編集補助画面を示す図。
【図３７】　図３５及び３６のFileメニュ－画面を示す図。
【図３８】　図３５及び３６のEditメニュ－画面を示す図。
【図３９】　図３５及び３６のOptionメニュ－画面を示す図。
【図４０】　表示部に表示されるファイル保存画面を示す図。
【図４１】　表示部に表示されるマ－ク編集用グラフ表示調整画面を示す図。
【図４２】　表示部に表示される計測条件表示入力画面を示す図。
【図４３】　表示部に表示される加算平均解析用処理時間定義画面を示す図。
【図４４】　表示部に表示される分子吸光係数表示画面を示す図。
【図４５】　表示部に表示されるフイッティングカ－ブ次数設定画面を示す図。
【図４６】　表示部に表示される処理ファイル追加設定画面を示す図。
【図４７】　表示部に表示される画像作成確認画面を示す図。
【図４８】　表示部に表示される非加算平均解析用処理時間定義画面を示す図。
【図４９】　表示部に表示されるトポグラフ条件設定画面を示す図。
【図５０】　表示部に表示されるトポグラフ条件設定画面を示す図。
【図５１】　表示部に表示されるトポグラフ画像作成用光照射及び検出位置設定画面を示
す図。
【図５２】　表示部に表示されるトポグラフ画像作成用計測位置設定画面を示す図。
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【図５３】　表示部に表示されるトポグラフ画像作成用編集及び表示画面を示す図。
【図５４】　図５３のFileメニュ－画面を示す図。
【図５５】　図５３のEditメニュ－画面を示す図。
【図５６】　図５３のOptionメニュ－画面を示す図。
【図５７】　図５３の左下部分の作成画面条件設定タブ画面を示す図。
【図５８】　図５３の左下部分の表示画像種類選択タブ画面を示す図。
【図５９】　表示部に表示される２画面トポグラフィ画像作成用編集及び表示画面を示す
図。
【図６０】　表示部に表示される作成画像種類設定画面を示す図。
【図６１】　表示部に表示されるトポグラフィ画像読込画面を示す図。
【図６２】　表示部に表示されるトポグラフィ画像読込画面を示す図。
【図６３】　表示部に表示されるトポグラフィ画像保存画面を示す図。
【図６４】　表示部に表示されるトポグラフィ画像保存画面を示す図。
【図６５】　表示部に表示される表示色設定画面を示す図。
【図６６】　表示部に表示される解析条件表示画面を示す図。
【図６７】　表示部に表示される計測ファイル条件表示画面を示す図。
【図６８】　表示部に表示されるトポグラフィ画像作成条件画面を示す図。
【図６９】　図１に示される生体光計測装置を用いて被検体の計測処理及びデ－タ解析処
理を行った後必要なデ－タを表示する、本発明にもとづく一例としてのフロ－図。
【図７０】　表示部に表示されるグラフメニュ－画面を示す図。
【図７１】　表示部に表示される表示グラフ選択画面を示す図。
【図７２】　表示部に表示される表示グラフ選択画面を示す図。
【図７３】　表示部に表示される計測デ－タグラフ表示画面を示す図。
【図７４】　表示部に表示されるOptionメニュ－画面を示す図。
【図７５】　表示部に表示されるフイッティンググラフ表示条件設定画面を示す図。
【図７６】　表示部に表示される計測モ－ド設定画面を示す図。
【図７７】　表示部に表示される計測チャンネル位置編集画面を示す図。
【図７８】　表示部に表示される、計測面が１個の場合の計測チャンネル位置編集画面を
示す図。
【図７９】　表示部に表示される、計測面が２個の場合の計測チャンネル位置編集画面を
示す図。
【図８０】　表示面に表示されるFileメニュ－画面を示す図。
【図８１】　表示面に表示される波長入力がめを示す図。
【図８２】　表示部に表示されるファイル読み込み画面を示す図。
【図８３】　表示部に表示されるファイル保存画面を示す図。
【図８４】　表示部に表示されるフイッティンググラフ表示画面を示す図。
【図８５】　表示部に表示されるEditメニュ－画面を示す図。
【図８６】　表示部に表示されるOptionメニュ－画面を示す図。
【図８７】　表示部に表示されるフイッティンググラフマッピング表示画面を示す図。
【図８８】　表示部に表示されるヘモグロビングラフ表示条件設定画面を示す図。
【図８９】　表示部に表示されるヘモグロビングラフ表示条件設定画面を示す図。
【図９０】　表示部に表示されるヘモグロビン濃度グラフ表示画面を示す図。
【図９１】　表示部に表示されるヘモグロビン濃度グラフマッピング表示画面を示す図。
【図９２】　図１の生体光計測装置を用いて検体の計測を行う場合の、本発明にもとづく
一例としての計測フローを示す図。
【図９３】　表示部に表示される計測中表示画面を示す図。
【図９４】　図１の生体光計測装置を用いて計測処理後のデータ解析を行う場合の、本発
明にもとづく一例としての解析フローを示す図。
【図９５】　図１の生体光計測装置を用いてデータ解析後の表示を行うための、本発明に
もとづく一例としての表示フローを示す図。
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【図９６】　表示部に表示されるグラフ提示画面を示す図。
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